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＊

（1997 年 5 月 21El受理）

　　　京都大学 は 来年 （1997 年）、
’
創立 百周年を迎え る 。 そ の 記念事業の 1 つ と して 、現在百年

史の 編纂が 進 め られ．て お り、 来年に は その 第 1巻が 刊行の 予定で あ る 。 私 た ちは そ の 中の 部局 史の 1

章 として 基研 の 歴史を執筆 した 。 基研 は理論研 との 合併 の あ と、昨年に は 新 しい 研究棟 も出来上がり、

第 2 期基研 と もい うべ き新 しい 時代を迎えて い る 。 こ の 時期 に 、基研 の 歴史 をま とめ るこ とに は 、何

か の 意味が あ るだろ うと思 う。京大百年史が 研究者の 目に触れ る こ とはお そ ら くない だ ろ うし、また

長 さの 制限 もあっ て、基研に 関心を もつ 研究者以外の 人 た ちに は興 味がない だ ろ うと思わ れ る 部分は

百 年史の 原稿か ら削除せ ざ る を得な か っ た 。 その よ うな こ とか ら、「完全版」を本誌に 載せ て い た だ

くこ と と した 。 な お、百年史は記述 を平成 6年 3月末まで とす る制限が ある の で、本文は そ の よ う

に なっ て い る 。 その後の 重要事項につ い て は脚注で 補足 した 。 か な り よ く調べ た つ もりだが 、まだ 間

違 っ た 記述 もあ るの で は な い か と思づ。 ご指摘 をい た だ けれ ば 幸い で あ る。

　　基礎物理学研究所は 、昭和 27 （1952）年設立の湯川記念館を前身として 、 昭和 28 （1953）年 、 初の

全国共同利用研究所として 創設された 。 そ して 、平成 2 （1990 ）年広島大学理論物理学研究所 と合併し、

拡充された新 ・基礎物理学研究所として 再発足 し、現在に至 っ て い る 。 共同利用研である基研の歴史に

は 、創設 か ら今日まで、全 国の 研究者グル ープが深 く係わ っ て い る 。 基研の 歴史は 、戦 中 ・戦後か ら今

日 まで の 半世紀に わた る 日本の 理論物理学 の 歴史、理論物理学研究者の 歴史をぬ きに 語 る こ とは で きな

い
。 もち ろ ん 、 こ こ で そ のすべ て を述べ る こ とは できない が、基研が係わる限りで きるだけ広 い 視野で

見て い きたい と思 う。

第 1節　湯川記念館の 設立

　　昭和 24 （1949 ）年 11 月 4 日 、 各紙の 朝刊 は一
斉 に 湯川 秀樹の ノーベ ル 物理学賞受賞を報じた 。 1面

の トッ プ に 5 段ぬ き、 6 段ぬ きで 「湯川教授に ノーベ ル 物理学賞。 文化の 日、日本人初の 栄誉 」（読売新

聞）等の見出 しがみ える 。 翌 5 日、各紙は こ ぞ っ て社説に こ の ニ ュ ・一一ス をと り上げて い る 。

＊ 現在 の 所属　京都大学理学研究科
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　　　　　 敗戦 の 日本は 、 文化をロ にする こ と さえは ずかしい ような、い ろ い ろ の非文化的現象に 取

　　　 巻かれ 、政府もまた 、 文化に対する関心が 日毎に うすれ つ つ あるような印象を与えて来た 。 こ の

　　　 時外電 は 突如と して 湯川博士 に ノ
ーベ ル 賞受賞を伝えて 来たの である 。 これは、あ る意味で は早

　　　 くも文化国家として の 日本再建に絶望感を抱きは じめ ようとして い た 日本国民に対する警告で あ

　　　 り 、 大きな声援で あ っ た。 （毎日新聞）

　　敗戦後 4 年、疲弊し た状態か らぬ け る こ との で きて い なか っ た占領下 の 日本で 、湯川 の ノ
ーベ ル 賞

受賞は 、 国民を勇気づ ける大きな朗報で あっ た 。

　　当時、
コ ロ ン ビ ア大学に在職して い た湯川は 、ニ ュ

ー
ヨ
ー

クか らス トッ クホル ム に 赴 き 、 12 月 10 日

の授与式に 出席し、12 日に は
“Meson　theory 　in　its　developments　”

と題す る記念講演を行 っ て い る 。

　　湯川 の ノ ーベ ル 賞受賞は
、 昭和 10 （1935）年に発表され た 中間子論の 業績に よる もの で あ る。 原子

の 中心にある 原子核 は 陽子 と 中性子 （まとめ て 核子 とい う）が 固く結合 した もの で ある 。 こ の 核子を結

び つ けて い る力は 何か一の 問に答えようとしたの が湯川の研究であ っ た 。 電荷を もつ 粒子の 間に働 く電

磁力は 、 空 間に 生 じ る電磁場に よ っ て 媒介 され る 。 こ れ と同 じ よ うに 、核子を結び つ ける力 （核力）も

核力の 場 に よっ て 媒介 されるだ ろ う。 量子力学に よる と、電磁場の変動は 粒子 の よ うに 振舞 い 、そ の 粒

子 が フ ォ トン で あ る 。 核力の 場 も粒子と して 振舞 う。 しか し 、 核力が電磁力 と違 っ て 近距離で しか 働か

ない 力で ある ため 、核力の 場 の 粒子は 質量 の ない フ ォ トン と違っ て質量をもつ 。粒子の 質量は電子の約

200倍 、 核子の 約 10 分の 1 と見積 られ た 。 核力は 核子が こ の粒子 （中間子）を受け渡しする こ とに よ っ

て 働 く力 とい うこ ともで きる 。
こ れが湯川 の 中間子論の骨子で ある 。

　　1937年、こ の ような質量 の粒子が宇宙線 の 中に 発見された 。 は じめ 、こ の 粒子が 湯川 の 中間子 と考

えられ たが 、そ の 性質は 予言 と大 きく異な っ て い た。1947年に な っ て 、ようや く湯川の 中間子が宇宙線

の 中に 発見 され 、37 年に発見され た もの ｝ま中間子 の 崩壊 に よ っ て で きた別の粒子 で ある こ とが 明 らか に

な っ た 。 翌 1948年に は加速器実験で も中間子 の 存在が確認 され て い る 。 こ うして 、湯川 の 中間子論 は 実

証 さ れ た の で あ る 。

　　基礎物理学研究所旧棟の 玄関を入る と、正面 の 壁 に子供を間にした男女の彫像が ある 。 こ の 像は 、

湯川 の 同窓 の 友人湯 淺祐
一

の 依頼 に よっ て 、 同じ く同窓の彫刻家菊池一雄 （新制作会員 ）が製作 した も

の で ある。こ の 建物が 昭和 27 （1952）年に湯 川記念館 とし て建て られ た とき、 友人 らか ら寄贈され て い

る 。 制作者の 菊池は こ の 像につ い て 、「私は記念館の シ ン ボ ル として人類愛を強調 したか っ た。私は湯川

さん の 同意 を得て 、 最 も人間的な もの と して裸の 男女と小児の親子像を構成した」（桑原武夫他編 「湯川

秀樹」 日本 放送出版協会、昭和 59 年）と述 べ て い る。しか し、「子はかすが い 」の こ とわ ざ通 り、両親

を結び つ け る子供 に中間子論 の 寓意 を読む こ ともで きよ う。

　　11 月 3B 深夜、新聞社か らの 電話で 湯川博士 ノーベ ル 賞受賞の 報 に接し た 京都大学総長鳥養利三郎

は 、す ぐに大学として記念事業を行うこ とを思い た っ た 。 鳥養は翌 日理 学部物理学教室教授の 荒勝文策

（前理 学部長）を よ ん で 記念事業の 構想を述べ
、 具体案の 検討を依頼 した 。 荒勝はただちに同じ物理学教
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室教授の小林稔と相談して 研究所設立 の 案を作成し 、 総長に提出してい る。
こ の 案では 、 理論物理学を

中心として小規模な実験部門を含む 5ない し 7 部門の研究所の 設立が 考えられ て お り、 招聘外国人教授

の ポ ス トも含まれて い た6研究所の 名称は 、 目的が理論物理学の研究に 限られなか っ た こ とか ら、「基礎

物理学研究所」とされ た 。

　　荒勝 、 小林の搆想は 、戦前の 理化学研究所やプリン ス トン の 高等研究所 の よ うな研究所の 設立 を 目

指すもの であ っ た。 理化学研究所は 、 そ こに大学の研究者が研究室をもち、 また大学に分室をお い て 、 今

日の 共同利用研究所の よ うな役割を果 た して い た。とくに 仁科芳雄の 研究室は多 くの優れ た若手の 研究

者が 集う、 理論物理学の セ ン ターとな っ て い た 。 プ リン ス トン の高等研究所 は、他大学の研究者が招聘

さ れ て一
定期間滞在し研究するとい う、 新しい タイプ の研究所である 。 湯川 自身、1948年高等研 究所か

ら招聘 され て渡米し、客員教授 として こ こ に滞在して い る。荒勝、小林の 案に招聘外国人教授 の ポ ス ト

が 含まれ て い た と こ ろ に 、その 意図を知 る こ とが で きる 。

　　 11月 5 日か ら 7 日まで 、大阪と京都で 学術会議第4 部会が 開催され た。学術会議 は こ の 年の 1 月に

発足 して い る 。 6 日の 会議 は京都大学清風荘 で 開か れ た 。 こ の 会議を欠席し た 三 村剛昂会員 （広 島大学

理論物理学研究所長）は会議の 席に 電報を送 り、学術会議が提唱して 湯川博士 ノ ーベ ル 賞受賞の記念事

業を行 うこ とを提案 した。 こ の とき出席して い た荒勝会員か ら京都大学で も記念事業の計画が ある こ と

が 報告さ れ 、両者が 共 同して 計画 を進 め るべ きで ある 、 とされた 。 翌 日、 第 4 部長茅誠司は荒勝 ととも

に京都大学に鳥養総長を訪問し、学術会議として も京大の 計画 を支持し、協力す る旨の 申し入れを した 。

こ の よ うに して 、記念事業は そ の 当初か ら学術会議を通じて 全国の研究者 と連携しなが ら進め られ る こ

とにな っ たの で ある 。

　　 11 月 10 日開催の評議会議事録に次の 記載が ある 。

　　　　　
一 湯川教授ノーベ ル 賞受賞記念の行事及び事業に つ き至急具体案作成の必要あるに つ き意

　　　 見ある向は 申出 られ た き旨学長 よ り要望せ り。 なお記念学術講演会を十一月十六 日開催の こ と庶

　　　 務課長 よ り報告

　　 16 日 の講演会で は 小林稔 に よ る湯川の 業績紹介 、 農学部教授木原均の 遺伝の話の あ と、鳥養総長が

挨拶 し、記念事業 の 構想を述 べ た 。 まず、受賞を記念する建物を学 内 に建て 、こ こ を本拠に 学術振興 の

た め の諸事業を行 う。 そ の 基金は国庫支出 の ほか に 、 で きれば全国的な募金を行い たい 、との 内容で あ っ

た 。 こ れ より先 、鳥養は上京して記念事業に つ い て 文部省等 の 意向も打診して い る 。

　　 11 月 24 日、京都大学では学部協議会を開い て 総長を委員長とする湯川記念館建設委員 会を置 くこ

とを決めた 。 実際の 準備に は建設委員会の もと に置かれた小委員会が当た っ て い る 。 小 委員会 は 、委員

長に 理学部長 の 長谷川万吉教授が就任、委員に は 小林 と物理学教室助教授 の 井上健が加わ り、後に 、設

計を担当した 工 学部教授 の 森 田慶一が 加 わ っ た 。 長谷川は こ の あと昭和 28 （1953）年に基礎物理学研究

所が 発足する まで の 3年余、湯 川記念館の 建設と運営に献身して い る。

　　 学術会議 で は 、昭和 25 （1950）年 1 月 20 日か ら開かれた第 5 回総会に おい て 、 そ の 第 2 日に第 4
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部か らの 提案に よ り次の決議を行 っ た 。

　　　　　 湯川秀樹会員の ノ
ー

ベ ル 賞受賞を記念して 、 理論物理学の 研究を
一

層盛 ん に な ら し め る た

　　　 め、国家的事業の 実施を希望する 。

　　提案説明に 立 っ た坂田 昌一会員は、京都大学に おける湯川記念館設立 の計画に ふ れ 、 「こ れが湯川先

生 の御受賞にふ さわしい 国家的事業 として実現す る ように、学術 会議 とし て バ ッ ク ・ア ッ プして い ただ

く意味で こ うい う決議をして い た だ きた い 」（学術会議第 5回総会議事録）と述べ て い る 。 決議は 1月 23

日付で 、学術会議会長亀山直人か ら内閣総理大 臣吉田茂あて に 申入れ られた。

　　小委員会の 最初 の 課題 は敷地 の 設定であ っ た 。 最初、北部構内に い くつ か の候補地を選ん だが 、関

係部局の 了解が得ら れ ず 、最終的に は 理 学部植物学教室の 了承を得て 、 植物園の
一
角に決ま っ た 。 建物

の 設計は工学部建築学教室 の 森 田慶
一に依頼 され た 。

　　昭和 25 （1950）年 6 月 10 日付の湯川か ら鳥養に あ て た手紙がある （小沼通 二 「講座 ・日本の 大学

改革 4」青木書店、1982 年刊 。 304頁）。 こ れは鳥養か らの 電報による依頼に対 して 、記念館設計 につ い

て 湯川 の 考え方と希望 を書 い た もの である 。 そ の 中 で湯川 は 「小生の 希望は 前に も申上 ました 通 り、こ

の 記念館を理論物理学、特に素粒子論研究 の 全国的中心 と 致 し度 、従 っ て 以下 の 希望条件 は す べ て こ れ

を前提とす る もの であ ります」と述べ 、200人位入れる講演室 、 完備した図書室 、 研究室など の ほ か 、 随

時 くつ ろ い で話の で きる談話室や外国か ら招聘す る学者の ため の 部屋 を設け、各室に黒板をつ け る こ と、

そ して で きれば簡単な宿泊施設 もほ しい 、 と書い てい る 。 さらに 、 「こ れ （記念館）が真に 理論物理学の

中心機関た る の実を挙げる た め に 、 有能な研究指導者を確保する こ とが最も重要な問題 とな ります」と

して 、常任の 教授以下 の 席と他か らの 滞在者の ため の Fellowshipが必要である と述べ て い る 。

　　 学術 会議で は 記念館の組織、運営に つ い て 、 物理学研究連絡委員会 （略称物研連 、 委員長　小谷正

雄）と原子核研究連絡委員会 （略称核研連 、委員長　朝永振
一郎）、とくに後者に お い て熱心に討議 され

た 。 両委員会の 委員で あっ た小林は 京都大学に おける記念館設立の準備状況を両委員会に報告 し、委員

会の 意見を きい た 。 委員会では研究者の 意向として 、記念館 を単な る 記念 の 建物 とせず、専任の所員 を

もつ 研究所 としたい 旨の 希望が述 べ られた 。 研究所の あり方として 、他大学の 研究者が滞在して研究 に

専念で きる プ リ ン ス トン型の研究所を求め る 意見 、 若手研究者が 自由に 出入 りして共同研究の で きる研

究所を求める意見等が出 された 。 小林 の 回想 に よると、研究所 を大学 か ら離して 国立 に す べ きだ 、 他大

学等に分室を置 き所員の
一
部は分室に分散するの が よい 、所員を固定させず任期制に よっ て 交流 を図る

べ きだ 、 など の具体的な議論もな され て い る 。

　　 当時 、 全国の 理論物理学研 究者、とくに素粒子論研究者 の 間で は 、研究者間の 連絡 を密 に して 共 同

研究 を行い 、また 組織的に 研究条件改善の運動を始め よ うとする気運が 高まっ て い た 。 共同研究の動 き

はす で に戦中に始 ま っ て い る 。 昭和 15 （1940）年には学術研究会議の もとに物理学研究委員会がおかれ 、

そ こで は とくに 三村剛昂 （広島文理科大学）を中心とする基礎理論班が活発な活動を行 っ て い た 。 また 、

昭和 16 （1941）年に は 、 大阪大学の湯川 を中心 とするグル ープ と東京文理科大学の 朝永振
一
郎を中心と
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する理研仁科研究室に集まるグ ル ープ との協力に よ り中間子討論会が組織され 、 これは昭和 18 （1943）

年 まで 続 い て 、大きな成果を挙げ て い る 。 戦後 、 研究者の数は 中間子討論会当時の 20 人前後か ら、100

人をこえるまで に急増した。 しか し、そ の 多くは大学院生等の無給の若手研究者で あっ た。こ れ らの 研

究者は物理学会ご とに素粒子論懇談会を開 い て 、研究条件改善の 問題等の議論を行 っ て い た 。 これが事

務局をもつ 素粒子論 グル
ー

プ とし て 組織化され る の は 、昭和 27 （1952）年 4 月東京大学で 開 か れた懇談

会以後の こ とで ある 。

　　記念事業に つ い て も 、 こ の よ うな状況に あ っ た全国の 理論物理学研究者、とくに素粒子論研究者の

意見が 核研連を通 して建設小委員会に伝え られた の である 。

　　核研連委員長 の 朝永 と小林は 、 文部省学術局 へ お もむき、岡野澄学術課長 らと協議を重ね 、これ ら

の希望を伝え、またそ の法規的な可能性 をただした 。 文部省側か らは 、研究所を文部省直轄 とは せ ず 、 京

都大学附置 と して 管理 は 大学に委ね 、 運営の面で全国 の 研 究者 の 利用 で きる研究所 とする とい う線が 出

された 。

　　昭和 25 （1950）年秋 、 核研連委員長朝永と同委員坂 田と小林は京恭大学に鳥養総長を訪れ 、研 究者

の 強 い 要望 とし て 、 建設中の 湯川記念館 を全国的な共同利用の研究機関 として 利用した い 旨 、 正式に 申

し入れた 。 こ の 会合で 鳥養は 申し入 れ を了承し、以後 、京都大学の小委員会は研究者の 意見を受け て準

備 を進め る こ と と な っ た
。

　　こ うして 昭和 25 （1950）年 12月に は 工事の 入札があ っ て業者は ミ ラ ノ工 務店に 決まり、同月 28 日 、

小委員会委員長長谷 川万吉を中心に植物園の 一隅で記念館建設 の くわ入れ式が行われた 。 翌年に 入 っ て

工事が 始まっ たが 、昭和 25 年に始まっ た朝鮮戦争に よ る資材の 高騰で 予算が 足 りな くな る 、 など の こ と

が 起 きて い る 。 昭和 27 （1952）年春、地上 3 階地下 1階延 面積 1253m2 の 建物が よ うや く竣工 した。

　　新年度の記念館発足をひ か えて 、運営方針や 具体的な規程等が 問題 に な っ た 。 新年度予算で は記念

館の 職員 として 助 手 2名 、 事務官 1名、雇傭人 3 名が認め られ たの み であ っ た 。 この ため併任の所員に

より記念館の 活動を支える体制が とられ なければ ならなか っ た 。 館長の諮問機関として 委員会が 置かれ

る こ とにな り、 構成 は学内外ほ ぼ 同数とされ た 。 委員 の 人選は原子核研究連絡委員会の 意向をとり入 れ

なが ら 、 小委員会委員長長谷川を中心に進められ 、次の ように決 まっ た 。

　　　学外 ： 茅誠司 （東京大学 ）、菊地正士 （大阪大学）、 坂田昌一 （名古屋大学）、朝永振
一

郎 （東京

　　　　　　 文理科大学）、南部陽
一
郎 （大阪市立大学）、伏見康治 （大阪大学）、 山内恭彦 （東京大

　　　　　　 学）、 三村剛昂 （広島文理科大学）

　　　学内 ： 長谷川万吉、小 林稔 、 友近晋、小谷正雄 （兼任 ）、事務局長 、 理学部長

　　こ の うち 、 長谷川は館長事務取扱 とな っ た 。 また 、 学外委員の南部と三村は素粒子論グル ープ の 意

見に よりの ちに加えられ て い る 。 若手代表 と し て 加 わ っ た南部はその 後渡米 したため、そ の 後任として

早川幸男 （阪市大）が委員に な っ て い る 。

　　昭 和 27 （1952）年4 月 15 日 、 「湯川記念館規程」と 「湯川記念館委員会規程」が評議会で決 まり、
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同 日施行され た
。

こ れ によ っ て湯川記念館は正式に発足する こ とにな っ た 。 この 日の評議会議事録には

「
一．湯川記念館規程制定の 件、別紙の 通 り、可決。

一．湯川記念館委員会規程制定の 件 、 別紙の通 り、可

決」と簡単な記載が ある の みで ある 。 しか し、長谷川 と小林の 回想 （「自然亅昭和 33年 1月号）に よる

と、評議会では長時間に わたる議論が な され て い る 。

　　同日、たまた ま委員予定者 の 会合が清風 荘で 開かれ て い た 。 長谷川 は 理学部長 を辞め て い たが 、提

案説明 の ため委員会の 席か ら評議会へ 向 っ た 。 しか し、そ の ままなか なか戻 っ て来ない
。 評議会で は 学

外者を含む委員会が記念館の管理 、運営に係わる こ とが大学の 自治に抵触する の で はな い か と疑義が 出

され 、 激しい 議論が なされ て い たの であ る 。 結局 、 原案にあ っ た委員会名 「湯川記念館管理委員会」か

ら 「管理」を削 り、 規程は 承認され た 。 こ の こ とは 、そ の 日遅 く委員会の席に戻 っ た長谷川か ら報告 さ

れ 、 委員は 1 つ の 山をこ し た こ とを喜び あっ た とい う。

　　評議会で議論が紛糾 した理由の 1 つ は 、「大学管理 法」で あ っ た 。 「大学管理法」は 前年国会に上程

され 、 審議未了で 廃案に な っ て い た 。 それが大学の 自治を侵害する もの として議論された記憶はまだ生

な ましか っ た の で ある 。 し か し、そ れ だけで は な く、そ こ に は 共同利用研究所 とい う新しい タイプの 研究

機関 を大学に 附置す る こ とに係 わる基本 的な問題があ っ たと思われ る 。 こ の 評議会の 決定は 、直接 に は

湯川記念館に 関する もの で あ っ た 。 し か し、それ だけ に 止 まらず、大学の 自治を研究者の 自治とい う見

地から見直し、全国で初めて大学 に全国の研究者に よっ て 運営され る共同利用概究所を受け入れ る 、と

い う歴史的な決定で あ っ た とい うこ とが で きる 。

　　 「湯川記念館規程 」は 、そ の 目的 と役割を次 の ように定め て い る 。

　　　第 1 条 湯川秀樹博士の ノーベ ル 賞受賞を記念するため、京都大学に湯川記念館 （以下記念館 と称

　　　　　　　す る）を置 く。

　　　第 2 条 記念館は 、基礎物理学 の 研 究、普及及び資料の蒐集そ の 他記念館の 目的に ふ さわ しい 事業

　　　　　　　を行 う。

　　そ して 、 京都大学教授の 中か ら学長 の 命じた館長がおかれ 、また上記 の 目的 に沿 っ て研究部と事業

部が設けられた 。 問題の 委員会に関して は 、

　　　 第 5条 記念館 に 、 湯川記念館委員会を置 く。

　　　　　　　2．　委員会 は 、記念館 の 管理及び運営に 関する 重要事項に つ き、 館長の 諮問 に応ず る 。

と規定して い る 。 こ の 中の 「管理」の 文字は記念館が基礎物理学研究所へ 移行する際に消えて い る 。

　　 こ の ようにして発足した湯川記念館の仕事は 、 6 月 11 日 、 12 日に 開かれた記念館委員会によ っ て 正

式に始ま っ た。こ こ で 、 館長に は湯川 を予定し て 長谷川 は館長事務取扱に とどまる こ ととし 、 また 、 研

究部長に朝永振一郎、事業部長に小林稔 を選んだ 。 助手 2 名は公募するこ とが決ま っ た 。 じつ は 、こ の

ときすで に 素粒子論グ ル ープで は 、京都大学 に お か れ て い た事務局 を 中心 に 、助手へ の 応募や推薦が始

め られ て お り、こ の 日の 決定は これ の 受け入れ を正式に 決め た もの と い える 。 また 、こ の とき、コ ロ ン

ビ ア 大学教授 で あ っ た湯川 あて に委員全員 の 署名 に よ る帰国要請の 手紙を送る こ ととな っ た 。
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　　7 月 21 日 、

一時帰国 した湯川 を迎え 、 湯川記念館開館式が行われ た 。 こ の ときの こ とを朝永は次の

よ うに語 っ て い る （『科学」昭和 27年 11 月号〉。

　　　　　 こ の 7 月21 日に は 、湯川記念館 の 会館開きが 行 わ れ た 。 全 国の 約 150名 の 素粒子論 の研究

　　　者が集まり、その 人 々 の前で、 ち ょ うど休暇を利用して 帰 っ て こ られ た湯川 （秀樹）さんと 、 こ

　　　 の 冬帰国 され た菊池 （正士）さん とが 、 それ ぞれ 中間子と原子核とに関する講演をされた 。 ち ょ

　　　 うど関西に来 て お られた 日高文部次官の あい さつ 、それか ら、 会が終 っ て か ら参加者に くばられ

　　　 た 紅 白の お まん じゅ う、
こ の 二 つ が 、 会をやや儀式 めか したけれ ども 、 誠に 簡素で 、学術 的で、

　　　 こ の 記念館に ふ さわ しい 会館開きで あっ た。ちなみ に 、こ の お まん じ ゅ うは 、湯川 さん が一同に

　　　 お ご られた もの で ある 。

　　また朝永は こ の 開館式で 、記念館は 単なる ホ ール で は な く、 京大 に局所化されな い 非局所な共同研

究の場である、とそ の運営方針を述べ て い る 。 こ れ は 、当時、湯川が すすめ て い た 「非局所場」の 理論

を借用 した ジ ョ
ー

クで ある 。

　　開館に 引き続い て 8 月 1 日まで 「夏 の 学校 」が開催 された 。 こ れ が 記念館が正式に共同利用された

最初で あ る 。 こ の 企画 は
、

ヨ ーロ ッ パ で 開かれて い るサ マ ー ・ス ク
ー

ル の よ うな もの を 日本で も開きた

い とい う話が研究者グル
ープか らもち上が り、 こ れ を記念館が 参加者旅費の

一
部も負担して 開催する こ

とにな っ た もの で ある 。 表 1が 資料 「湯川記 念館活動状況」（昭和 27 年 12 月、文献 18）に載っ たその

ときの プ ロ グ ラ ム で あ る 。参加者 は 延 250 人 に な り、大半は 大学院生等の 若手研究者で あっ た 。 参加者

　　　　　　　　　　　　　　　表 1　1952 年夏 の 学校プ ロ グラ ム

「湯川記 念館活動状 況」（昭和 27 年 12 月）に よる。講義の 内容は 1 部、素粒子論研究 4 巻 7 〜 10 号 に掲載 され た 。

　　　　　　　　　　　　　　 前　　　　　　　　　　　　　　　　 後

721 （月）

22 （火 ）

23 （水）

24 （木）

25 （金）

26 （土 ）

27 （日）

28 （月）

29 （火）

30 （水 ＞

31 （木）

8．1 （金）

素粒子論の 現状と将来 （湯川秀樹 ）

核分光学 （井上健）

shell 　model （佐 々 木宗雄〉

核反応 （早川幸男〉

核反応 （早川幸男〉

核力 （田村太郎）

核力 （大沼昭六 ）

核力 （大沼昭六）

　　 休

場の理論 （朝永振一郎）

場 の 理論 （朝永振
一

郎）

非局所場の 理論 （湯川秀樹）

原子核実験の進歩 （菊池正士 ）

β崩壊 （梅沢実＞

isomer （堀江久 ）

中間子と核 との相互作用 （藤本 陽
一

）

光反應 （吉田思郎＞

strong 　coupling （武田暁）

中間子討論会

中間子の核子に よる散乱 （山 口嘉夫）

くりこ み の 理論 （梅沢博臣 ）

二体問題 （林忠四郎）

Lagrange形式 （西 島和彦）
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の 宿舎には 相国寺が 当て られて い る 。 参加した当時の 若手は 「全国の 同年代 の 若手研究者 とすご した 2

週間 は た い へ ん刺激的であ っ た」と回想 して い る。「学校」とよばれたが 、 内容は第一線の 研究の 発 表と

い う色彩が 強 く、共同利用の研究会の 原型が こ こ で 誕生 した と い っ て よい
。 湯川記念館に おける 「夏の 学

校」は こ の 1 回で 途絶え るが 、 教育的色彩を主 とした 「夏の 学校」の 開催が素粒子論若手グル ープ か ら

提唱 され 、昭和 30 （1955 ）年に 復活した 。
こ の ときは 、 長野県信濃教育会お よび大町市教 育委員会 の好

意に より、 同市木崎湖畔の 夏期大学の 建物を利用して 開催された 。 翌年は 素粒子論 と物性合同の 「夏の

学校」が若手グ ル
ー

プ自身の 主催に よ り同じ木崎湖で 開かれ て い る 。 こ れ は そ の後、素粒子 ・原子核 ・高

エ ネル ギー物理三者若手夏の 学校 と、物性若手夏 の 学校 とに分かれ、若手グル ープ自身の手で 組織され

るユ ニ ー
クな企 画として 今日まで 続き、 全国の若手研究者の交流の場として大きな役割を果た して い る 。

　　昭和 27 （1952 ）年 8 月 3 日、第 2 回委 員会が 開か れ 、こ こ で 助手の 選考が 行わ れ 、 吉田思郎 、川 口

正昭が 3年 の 任期 をつ け て 選ばれた 。 人事の 際に 公募を行い
、 学外委員を含む委員会で 選考し 、 所員に

任期をつ け る とい う人事の 進 め 方 は こ の 記念館 に おける最初 の 人事に 始ま り、 後に基礎物理学研 究所に

引 き継がれ て 今日 に 至 っ て い る 。 研究指導者 と研究生 、研究部員と事業部員の 顔 ぶ れ もこ の とき決ま っ

た 。 研究指導者 と研究生 の 制度 は 、指導者は随時、研究生は 3ヶ 月ない し 6ヶ 月記念館に滞在し、研究 を

行うとい うもの で ある 。 研究部員に は後に素粒子論グル ープか ら推薦され た 人たち も加えて 、次の 人び

とが選ばれた 。

　　　研究部員 ： 荒木源太郎、井上健 、内山龍雄、大根田定雄 、 尾崎正治 、 加藤敏夫、小谷正雄、小林

　　　　　　　　 稔、坂 田 昌一、佐久間澄 、 佐々木宗雄、菅原正朗、高木修二 、武谷三男 、 谷川安孝 、 朝

　　　　　　　　 永振
一郎 （部長〉、豊田利幸、中林陸男 、 中村誠太郎、南部陽

一
郎、野上茂吉郎、早川

　　　　　　　　 幸男 、 福田博、伏見康治、藤本陽一、三村剛昂、宮島龍興、武藤俊之助 、　 山内恭彦

　　　事業部員 ： 荒木源太郎、井上健、小林稔 （部長）、 高木修二 、冨田和久、山本常信

　　専任所員の 少な い 記念館で 、 事業部 の 役割は 図書室 の 整備 、文献 目録の 配布 、 雑誌編集等の 仕事を

行 うこ とで あ っ た 。 研究部員 は全 国の 理論物理学研究者に委嘱 し、各地 の研究グ ル ープとの 連絡 、 研究

会の 立案 、 そ の他の研究活動の進め方に つ い て、研究者か らの 直接の声を反映する役割を担 うもの と考

えられ た 。 研究部 の 制度には、戦 前の 理化学研究所に おける制度が モ デ ル として考えられ て い る 。 当初

は理研の 分室の ように、い わば記念館の準所員として、で きれば研究費 も配分した い とい う考えで あ っ

たが 、
こ れ は実現して い な い

。

　　 昭和 27 （1952）年秋、記念館の研究活動 として長期短期に滞在する研究生 らに よる個別研究の ほ 力丶

宇宙線ゼ ミ ナール
、 核反応ゼ ミ ナ

ール等の研究会が 開催され た 。 翌 28年に開催が予定された国際理論物

理学会議の 準備の 研究会の ため に も記念館が利用され て い る 。

　　 こ の 間に湯川の 帰国が確定し 、 湯川 を館長 として記念館に迎えるため に 、 記念館に教授の ポ ス ト を

つ ける こ とを文部省に要 求し、2名 の 教授定員 の見通しが つ い た 。 教授定員をもつ 研究機関で あれば 、 記

念館で はな く 「研究所」で あるべ きであるとい う文部省の 考えによ り、 記念館は 「研究所」に 移行する
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こ とに なる 。 研究所の発足に伴い 、 「湯川記念館 Yuka　va 　Hal1」は基研の使用する建物の 名前 として残る

こ と に な っ た 。 基研 旧棟玄関 の 右 の 壁 に は そ の 名前が刻まれ て い る 。

第 2 節　基礎物理学研 究所の 設立

　　基礎物理学研 究所の 設立 は 、昭和 28（1953）年 7 月第 16 国会を通過し 、 同年 7月 28 日付で 公布され

た法律第 88号 「国立学校設置法の
一

部 を改正す る法律」に 基づ い て い る 。 同法第 4 条に次の項が 加わ っ

た の が改正 され た点であ る 。

　　　第 4 条 2．前項に掲げる研究所の ほ か 、国立大学 の 教員そ の 他 の 者で当該研究所 の 目的たる研究

　　　　　　 と同
一

の 研究に従事するもの に利用 させ るため 、 国立大学に 、 次の表に掲げる とお り、研

　　　　　　 究所 を付置する 。

　　こ こ に挙 っ た の が 、東京大学宇宙線観測所 と 基研 で ある 。 基研 の 設置 目的 は 「素粒子論そ の 他 の 基

礎物理学に 関す る研究」 とさ れ た 。
こ うし て 、全 国共同利用研 究所 とい う新し い タ イ プ の 研究所 が 生 ま

れ 、基研はそ の 第 1号 として 出発 したの で ある 。

　　研究所の 名称には 、 は じめ 「理論物理学研究所」が考え られ て い た 。 しか しすで に広島大学に 理論

物理学研究所が あ り、同名の研究所を 2 つ 置か ない とする文部省の方針に よ り、「基礎物理学研究所」の

名称が選 ば れた の で ある 。 英語名は Research　lnstitute　for　Nndamental 　Physicsで ある 。

　　基研 は 昭和 28 （1953）年 8 月 1 日付で 正式に発足した 。 学内的に は 「基礎物理学研究所協議員会規

程」、「基礎物理学研究所運営委員会規程」が 8 月 4 日の 評議会 で 制定され た 。

　　 7月 27 日、湯川記念館委員会は最後の 会議 を開き、こ こ で、湯川 を基研所長に選出 した 。 湯川は 8

月 1 日付で 所長 に発令されて い る 。 基研 の 所長に つ い て は 、 湯川が勤める もの とする了解があ っ て 、 当

初は所長選考規定もなか っ た 。 規定は 昭和 32 年 6 月 に 決まり、所長の 任期は 4 年と されたが 、再任は可

とされ 、 湯川が停年の 昭和 45 （1970）年 3 月 まで続け て所長を勤めた 。 所長問題 は湯川 の停年に当た っ

て 大きな問題 となるが 、こ れに つ い ては後に述 べ る 。

　　 すで に述べ た ように 、発足時の 定員は 、記念館か ら引きつ い だ助手 2 名の ほか教授 2 名で あ っ た。

も う 1名 の 教授の 選考は記念館委員会の あとを引き継 い だ運営委員会で行わ れ 、 秋に 早川幸男 （大阪市

大 、 後に名古屋大学学長）に 決定し 、 昭和 29 （1954）年 1月 16 日発令された 。

　　研究所 の 定員は 翌昭和 29年教授が 2名増とな り、「中間子論」、「場の 理論」、 「原子核理論j、 「物性

論」の 4部門からなる研究所の体制が
一応整 っ た。 この あ と、助教授、助手の定員がす こ しつ つ 増え 、 昭

和 36 （1961）年に至 っ て 、教授 4、助教授 4、助 手 5 の 体制 と なり、こ の 規模は 昭和 55 （1980＞年の新

部門の増設まで 継続する こ とに なる 。 昭和 29 年に 増設され た部門の教授には 、「場の 理論」に木庭二郎

（大阪大学）、「物性論」に 松原武生 （北海道大学）が 選ばれ た 。
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　　所員に は 、湯川記念館の助手の場合と同様に任期がつ けられた。こ れは 、基研を中心 に 人事交流を

盛ん に した い
、 とい う研究者の 要望に よる もの で ある 。 助手の 任期は は じめ 3 年 とされ たが 、転出が難

しい とい うこ ともあ っ て 、の ちに 1 年半の 余裕が認められ た 。 助教授の 任期は 5年で 2 年の余裕が つ けら

れ て い る 。 教授の 任期 は人 に よるが 、 実際上 は湯川以外の 教授 には助教授 と同じ任期が つ け られ た 。
い

ずれ も再任は 許さ れ な い
。

　　任期制の 功罪 は その 後 もしばしば論議 され て い る 。 基研 の 発足当時は 、 基研だけでな く他の大学で

も任期制を採用すべ きで あ り、それ によっ て全国的に 人事交流を盛んに しよ うとい う考えが あ っ た。そ

の最初が基研だ とされ た の で ある 。 しか し、状況は そ の ように は進行せ ず、基研 の み で任期制を維持す

る こ とは 、 しば しば困難 に直面 した。 そ の ような こ ともあっ て、昭和 56 （1981）年に は任期制をもっ と

柔軟なもの に しようとい う考えか ら、任期 を助手 は 3 ない し 6 年 、 助教授、教授 は 5 な い し 10年と改め

る こ とに な っ た 。

　　もち ろ ん 、基研の任期制の 果 た し た 役割も十分に評価され なけれ ばな らない
。 基研の側か らみれば 、

こ れ に よ っ て 人事 の 停滞をふせ ぎ 、 若い 活力を保つ こ とが で きた。また全国的な視野 で み る と、優秀な

人材 を 全国に 供給し て きた 。 章末の表に 歴代所員 の
一
覧を載せたが 、 若 くして基研 の 教授 、助教授 とな

り、 こ こ で 優 れ た研 究 を行 っ た後に学部等に転出し、そ こ で さらに活躍を続けた多 くの 人たち の 名前を

見 い だす こ とが で きる 。

　　研究所 の 発足に ともな い 事業部は廃止され た 。 もち ろ ん 、研究所に は 事務の定員 もつ き、そ の数は

発足時の 7名が 、 翌年に は 10名にな っ て い る 。 しか し、共同利用研究所 の 運営 に は事務室の み で は 処理

しきれない 問題が 多く、専任の 所員の ほ か 併任 と な っ た小林 、 井上 もそ の ための 仕事に忙殺 され た 。 そ

こ で 、昭和 31 （1956）年 6月の 研究部員会議 で 助手の 1人を組織助手として 採用す る こ とが 決まり、初

代は 鈴江 説乎が選 ば れた 。 組織助手は研究部員会議に出席t て その記録をとるほか、共同利用研 として

の活動を支え る仕事に 当た っ て い る 。

　　全国の 研究者を代表して 共同利用研究所 として の 基研 を支えて きた の は 、記念館時代の 制度を引き

継い だ運営委員会と研究部員会 （議 ）で ある 。 運営委員会 は 記念館委員会の役割をほ ぼ そ の まま引き継 い

でお り、規程には

　　　第 1条 2．運営委員会は 、 基礎物理 学研究所 の 運営 に関する重要事項に つ い て所長の諮問に応ずる 。

と定め られ て い る 。 また、構成は第 2 条に学内 8 名、学外 8 名と明記 された。任期は 2 年で 再任は 許 さ

れ て い る 。
こ の 規程は最後の記念館委員会の討議を経て決め たもの で 、 その 時の記録に 「運営委員の 正

式メ ンバ ーは 、所長が核特委 （原子核特別委員会、核研連を継 い だ委員会）と物研連の 両委員長 と相談の

上 決定する」とある 。 学外委員は 学識経験者 2名 、素粒子論 4 名 、 物性論 2 名と され 、こ の 慣行は しば

ら く続い た 。 初代 の 運営委員は次 の 人びとで ある 。

　　　学外 ： 藤 岡由夫、三村剛昂 （以上学識）；朝永振
一

郎 、武谷三男 、 坂田昌一、早川幸男 （以上素粒

　　　　　　 子）；永宮健夫 、 久保亮五 （以上物性）
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　　　学内 ： 長谷川万吉、小林稔、井上健、高木修二 、小谷正雄、荒木源太郎 、 内藤事務局長 （1名欠員）

　　運営委員会は定例が年 3 回開催 され 、議長は所長が勤めた 。 所長が運営委員会に諮問す る 「運営に

関す る重要事項」に は人事が含 まれて い る。 所員人事（組織助手を除 く）はすべ て 、 運営委員会で審議 さ

れ、候補者が協議員会 （後述）に推薦される 。 最終決定は協議員会で行 うが 、こ れ まで 運営委員会の結論

と 異な る決定が なされ た こ とは ない 。 所長も運営委員会で 候補者が決定され る 。

　　運営委員会の 制度は、その 後 2、3 の点で 手直しされ たが 、そ の 役割 、 性格等に大 きな変更は な く、

現在に 至っ て い る 。 変更され たのは次の よ うな点で ある 。

　（1）昭和 56 （1981＞年か ら定例の会議は 年 2 回 と な っ た 。

　 （2）昭和 58 （1983＞年か ら 、 所外委員につ い て は引 き続 く再任を 3 期まで と制限した 。

　（3）平成 2 年の 広島大学理論物理学研究所との 合併に伴 い
、 定員を所外 12名、所内 8 名とした 。 所外

　　　委員の 内訳 は 素粒子 6名 、物性 4 名 、 宇宙 2名で 、そ れ ぞ れ の 研究 グル
ー

プ で 選 出され る 。 所内

　　　委員 は所内で 選出され る
。

　（4）同時に委員の 引 き続 く再任を 、 所内、所外ともに 2 期まで とした 。

　　研究部員の 制度も記念館時代か ら引 き継がれ た 。 しかし 、 最初は い わば併任の準所員として記念館

の 研究活動 を支える もの と見な され て い たが 、研究所 の 発足以後そ の 性格が変化 し て い る 。 研究部員 の

準所員的な役割に対 し、研究部員は基研 の 利用 につ い て特権を もちすぎて い る 、とする批判が研究者か

ら出たの で ある 。基研 の 発足後 、素粒子論グ ル ープ で 研究部員 の あ り方に つ い て議論が 重ねら れ 、お よ

そ次 の ような形に まとめ られ た 。

　（1）研究部員は 基研 を利用す る研究者を代表し て 、利用 に 関する意見を述べ る 。

　 （2）研究部員は 運営委員、所員と共 に研究部員会を構成する 。

　 （3）研究部員会は
、 共同利用の た め の研 究計画 を決め、それに参加する研究員を選考する 。

　　部員 の定員は 30 名、内訳は素粒子 20 名、物性 10 名として 、それぞれ の 研究グ ル
ー

プ で 選出す る こ

とに し た 。 任期 は 2 年で 毎年半数が交替する 。
こ の よ うな形で 研究部員が選ばれ、そ の 第 1 回会合が 開

か れ た の は、昭和 29（1954）年 1 月 16 日で ある。こ こ で 、同年 3 月か ら 7 月まで の 研究計画 と参加者が

決め られた 。 研究部員会の 議長はは じめ所長が勤めたが 、 昭和 32（1957）年に 素粒子関係 2 名 、 物性関係

1 名の計 3 名か らな る議長団をおき、議畏団が 会議の 運営の 責任を もつ こ とに な っ た 。

　　研究部員会 （議）の 制度 も定員 の ほかは ほ ぼ こ の まま現在に 至 っ て い る 。 部員 の定員 は広島大学理論

物理学研究所 と の 合併 の の ち 、 34名に 増え
、
、素粒子 20 名 、物性 10名 、 宇宙 4 名とな っ た 。

＊

研究部員 会

議 の 役割は主 として 、 共同利用 の 研究計 画の 決定で あるが 、研究所の将来計画、人事を除 く重要事項は

研究部員会議で 審議 され て い る 。 広大理論研 との 合併 （後述 ）も研究部員会議 で の 審議 を経 て 決定 した 。

所長 に つ い て も運営委員会が候補者を決定した後、研 究部員会議 で信任投票を行うの が慣例とな っ て い

る 。研究部員は 制度的に は 基研 の 内規に よっ て決め られ て お り、 部員の 形式的な身分は 非常勤講師 （無

＊ 1996 年、研 究部員数を素粒子 10 、 物性 5、宇宙 2 と半減し、2年ご との全員改選 とし た 。
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給）で ある 。 内規は事務局との 長い 折衝の の ちに協議員会で 決ま り、 昭和 29 （1954）年 4 月 1 日か ら施

行 された 。 内規で は 、研究部員 の 役割 は

　　　 第 4 条 研究部員は 、 基礎物理学研究所長か ら委嘱された研究に従事する とともに 、 基礎物理学研

　　　　　　 究所の利用者の ための研究上 の 連絡にあたる。

とされ て い る 。 内規は平成 4年 10 月改訂され 、 定数等の ほか 、 役割等も実情にあ う形に変えられ て い る 。

　　学部の 教授会に当たる もの が協議員会で あ る 。 協議員会の 制度は昭和 28年制定の 規程に定められ て

お り、構成は所員全員 と京都大学教官か ら所長の 委嘱した者である。最初は理学部教授艮谷 川万吉 と荒

木源太郎が 所外の協議員を勤め た 。 協議員会の制度はそ の 後も変わ っ て い ない
。 協議員会の 決定は 、 人

事等の重要事項は 運営委員会の 決定に基づ い て行われ て い る 。 毎月開かれる協議員会は大学内で所内外

の 協議 の 場 として の 役割 を果た して きた 。

　　部門 も次第に整備され 、 創設時か らの 建物で は手狭に なり、 昭和 35年（1960）年 、 3階建延面積 7G6m2

の 研究棟が 増築され た 。 多数の訪問者を受け入 れ 、共同利用の研究活動を行 っ て い く上 で は こ れ で も不

十分 で あ り、そ の後 も増築が 検討 されたが 、 敷地 を得る こ とが難しく、 実現しなか っ た 。

　　乏しい 旅費で 多数の 共 同利用研究者を 迎 え る 基研 に と っ て 、経済的 な 宿舎 を確保す る こ と は きわ め

て 重要で あ っ た。こ の ため 、初期には記念館の 中に簡単な宿泊施設が設けられた 。 昭和 30 （1955）年、

湯川記念財 団設立の 準備が始め られ て い た （第 10節〉が 、 財団世話人会は世話人の ひ とりで あ っ た平凡

社社 長下 中弥 三郎か ら、左京区北白川 小倉町に あ る 家屋 の寄付を受け、昭和 30年 4 月か ら、こ れを基研

に 共同利用研究者用の宿舎として 供した 。 趣の ある和洋折衷の 木造 2 階建て で 、 宿泊の 定員は 12名で

あ っ た 。 宿舎は基研か ら徒歩 5分の 閑静な住宅地内にあり、 白川学舎 と呼ばれ て利用者に 親し まれた 。 白

川学舎の 存在は 、単に経済的な宿泊施設とい うだけで はな く、 研究会に出席した研究者が宿舎をともに

し、深夜まで 議論を続ける こ との で きる場所として 、基研の 共同利用に 重要な役割を果した 。

　　 白川学舎は 昭和 31（1956）年 、 湯川記念財団 の発足とともに財団の 所有となっ た 。 そ の後 、 建物が 次

第に老朽化 し、また収容人員を増やすこ とも必要に なっ たため 、 財団は昭和 43 （1968）年土地建物を京

都大学に寄付 し、国費に よ る建て 替えが行われた 。 鉄筋 コ ン ク リート3 階建て延面積 452m2 の建物が翌

44年竣工 し、宿泊定員は 24 名とな っ た 。 新しい 建物は基研 と数理解析研究所共用の 共同利用宿舎 、 北

白川学舎と して 現在に 至 っ て い る 。

第 3節 　 基研一 湯川時代

　　昭和 28 （1953）年の 創設 か ら平成 2 （1990）年の広島大学理論物理学研究所との 統合 まで 、37 年の

基研第 1 期の 歴史は、昭和 45 （1970）年の湯川 の退官まで とそれ以後とに大別で きる 。 前半は湯川所長

の もとで 次第に研究体制が整い
、 安定した研究活動が進 め られ た 時期 で あ り、後半は湯川以後の 基研 の
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あ り方を求め て 、種々 の努力が 続けられ た 時期 と位置づ け ら れ よ う。

　　創設後、基研が まずとり組ん だ仕事は 、国際理論物理学会議 の 開催であっ た。昭和 26 （1951）年夏 、

コ ペ ンハ ー
ゲ ン で 開か れ て い た国際純粋応用物理学連合 （IUPAP ）の 総会に 日本 を代 表して出席 して い

た小谷正雄 （物研連委員 長〉は 、 1953年夏に京都に お い て場の 理論お よび統計力学を中心 とす る基礎物

理学 の国際会議 を開 くこ とを提案 し、可決された 。 小谷は こ の こ とを直ち に学術会議に報告する ととも

に 、 小林へ も手紙を よせ 、そ の 頃完成して い る で あろう湯川記念館を会場 として考えて い ると述べ た 。 こ

の ような大規模な国際会議が 日本で 開かれ る こ とは戦後は じめ て であ り、記念館の 発足に 当た っ て きわ

め て 意義深 い こ とと、京大 関係者も小谷 の 提案を歓迎 した。

　　国際会議 の 準備 は 、学術会議 の もと に お か れ た準備委員会 （の ち に組織委員会 、 委員長藤岡由夫）

を中心に始め られ た 。 招待者、プ ロ グ ラ ム に つ い て は、素粒子論と統計力学 ・物性論の 分野別に つ くら

れ た 小委員会 に お い て検討が進 め られた。経費として 、国外か ら UNESCO とロ ッ クフ ェ ラ
ー
財団の援

助が得られ 、また米国か らの 出席者の 旅費は米国側 （National 　Science　Foundation など）が負担する こ

とに な っ た 。 国内で は 、 政府が 640
“
万円の支出を認め た 。 また 、 寄付金も企業等か らの もの だけで な く、

新聞社 の 協力に よ り小学生 も含む一般の 人た ちか らも寄せ られ て 、総額 1
，
470 万円に達し た 。 こ の 会議

が い か に 国際的 、 国民的な支援の もとに開催されたかがわか る 。

　　 会議は昭和 28 （1953）年 9月 15日、東京で 開会式を行っ たあと、会場を京都に移し、18日か ら23

日まで 本会議 を開 い た。会場は湯川記念館、人文科学研究所 、 楽友会館で ある。こ の ほ力丶 本会議 の 前

後に 、東京、日光、箱根、静岡大学 、大阪大学等にお い て 、テ
ー

マ ご とに 11 の シ ン ポジ ウム が 開かれ 、

また海外か らの 出席者に よ る講演会が 各地 で催 され た 。 海外か ら は約 60 名の
一

流 の 物理学者た ちの 出席

が あり、国内か らの 参加者は本会議、シ ン ポジウ ム 合わせ て 600名 に の ぼ っ た。海外か らの 出席者に は

後の ノーベ ル 賞受賞者だけで も次の 人び とが い る （カ ッ コ 内の 数字は ノーベ ル賞受賞年）。

　　J．Bardeen （米 1956
，
1972）、　C．N ．　Yang （米 1957）、E．P．　Wigner （米 1963）、M ．G ．　Mayer （米

1963）、C．H．　Townes （米 1964）、R ．P．　Feynman （米 1965）、 R ．S．　Mulliken （英 1966）、　L．　Onsager

（米 1968）、L．　Neel （仏 1970 ）、P．J．　Flory （米 1974）、P．W ．　Anderson （米 1977）、J．H．　Van　Vleck

（米 1977）、 N ．F．　Mott （英 1977）、　L　Prigogine （ベ ル ギ
ー 1977）、　N．　Bloembergen（米 1981）

　　 会議 は 新 聞等で も大 きく報じられ 、 雑誌 も 「科学亅（昭和 29 年 10月号）、 r自然」（昭 28年 12月号、

昭和 29 年 1月号）で特集して会議の成果を詳しく紹介した 。
こ の会議はわが 国におけ る理論物理学の発

展 に 大 きな影響を与え 、 また誕生 して 聞もない 基研を広 く世界に知 っ て もらう機会に もな っ た 。

　　 国際理論物理学会議 の 余熱が残る 中で 、基研 に おける共 同利用 の研究活動が始め られた 。 共同利用

の形態につ い て は 、 研究部員会で審議しなが ら 、 い ろ い ろ な試みがなされた 。 初期の 「各個研究」は、研

究生として選ばれ た若手研究者が数 ヵ 月基研 に滞在して 自由に研究し、研究指導者が 随時訪れ て指導す

る 、 とい う形態で ある 。 こ れ は 基研をプリ ン ス トン の 高等研究所的なもの にする とい う当初 の構想に 基

づ い た もの で あ る
。 各個研究は多 くの 長所 ももっ て い た が 、 共同研究を進め るの にはむかず、また利用

一203 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Bussei Kenkyu

NII-Electronic Library Service

Bussei 　 Kenkyu

長岡　洋介、登谷　美穂子

者が限定され る きらい があ っ た 。 こ の 制度は そ の 後 「ア トム 型研究員」の制度に受け継が れ た 。

　　 表 2 に 初期に行われ た研究会の テ ーマ を示す 。

　　　「長期研究会」は、素粒子論、物性論、原子核理論などの 大きなテ
ー

マ で行われ てい る。実際 に は、

例 えば 素粒子論の 場合、こ れを場、中間子、核力の サブ テ ーマ に分け 、 各サ ブ テ ーマ の 世話人 は さらに特

表 2　初期の 共同利用研究計画

年　度 長 期 研 究 会 短 期 研 究 会 そ　 の 　他

昭和 27 年度 ・宇宙線ゼ ミナール ・素粒 子論夏の 学校

（湯川 記念館） ・
核反応ゼ ミナ

ー
ル

・素粒子論 ・核反応ゼ ミナ
ー

ル ・固体理論

（場、原子核、核力、π 中間子）
・相互作用 の 構造

昭和 28 年度 ・非局所理論 ・β崩壊

・物性論 ・
α

，
P 反応 の 角分布

・
原子核理論 ・

π 中 間子 結 合論

・中間子論 ・中間子 の 多重発生 ・基礎論討論会 （3 回）
・量子統計力学 ・BeV 現象及 び新粒予

昭和 29 年度 ・原 子核理 論 ・
非線型理 論

・
天体の 核現象

・一次 宇 宙線

・磁気的相互作用

・場の 理論 ・多体問題 ・基礎論討論会 （6 回）
・核力及び 中間子論 ・生体物理 ・素粒子論夏の 学校

昭 和 30 年 度 ・非直交 性の 問題

・天 体の 核現象

・高エ ネル ギー
現象

・固体内の 電 子 的素 過 程

・原 子核討 論 会 ・超 高温

・電気伝導

・核 4 重 極能率

昭和 31 年度 ・新粒子

・低 エ ネル ギー
原子核反応

・磁気

・分 子 間力 と気体液体

・
場の 理 論

・
非可逆過程 ・方法論 シ ン ポ ジ ウム

・反核子 ・h肛 dcore研究会

・新粒 子

・超高温研究会

昭和 32 年度 ・天 体シ ン ポ ジ ウム

・強い 結合理論

・
非可 逆過程の 量 子統計力学

・重力理論
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定の 主題に つ い て の研究会を開 く、 とい っ た方式が とられた 。 この よ うな実状から、次第に特定の テ ー

マ で 数日間集 まっ て 研究会を開く、 「研究会」方式が共同利用の 主流に なる 。

　　 「短期研究会」で 注 目され る の は、新粒子、電気伝導など各分野 の 中心的な課題 と並んで 、 天体の

核現象、生体物理 、超高温 （プ ラ ズマ ）など の 境界領域や新 しい 分野 の 研究会が 開かれ て い る点で ある 。

基研の研究会は 昭和 35 （1960 ）年の 日本生物物理学会の 発足 に も役割を果たして い る 。 こ れ は 、物理学

は既成の枠に 閉じこ もる べ きで はな い
、 とする湯川の 考えの 現れであるとい っ て よい

。

　　こ の よ うな試行錯誤を経て、昭和 34年度頃か ら 、 「長期研究計画」、「短期研究会」、 「モ レ キ ュ
ー

ル

型研究会」、「ア トム 型研究員 」とい う共同利用 の 形式が定着した 。 こ の形式は若干の修正が なされ なが

ら現在 まで続い てい る 。

　　長期研究計画 は
、 比較的大きな課題に つ い て 、 年間を通 して共同研究を進めるもの で 、 必要に応じ

て 大小の研究会が 開か れ る 。 同じテ
ー

マ が数年続けて 採択 され る場合が多い
。

こ の 時期に行われた長期

研究計画には 、 例えば次の ようなもの が ある 。

　　　素粒子 の 模型 ・素粒子の構造 ・素粒子の模型 と構造 （昭和 34〜 44 年）

　　　 S 行列の構造 ・S行列の 対称性 （昭和 39〜 42 年）

　　　固体バ ン ド理論の 基礎と限界 （昭和 34〜 35 年）

　　　臨界現象 （昭和 39〜 40 年）

　　　核力を基礎 とす る核構造 （昭和 35〜 37年）

　　　原子核に おける 4 体相関 （昭和 41〜44年）

　　短期研究会は限定した テ ー
マ に つ い て 数 日間研究会を開き、研究発表 と討論を行 うもの で あ る 。 開

催が きま る と、世話 人は講演 と参加者を公募す る の が通例 で あ る。 毎年 10 件内外採択 され 、開催 され

た 。 短期研究会に とり上げられ た テ
ー

マ を見て い くと、その 当時の 研究の流れ を読み とる こ とが で きる 。

こ こ で も 、 初期に 引き続い て、

　　　銀河の構造と進化 （昭和 35 年）

　　　生物における情報の問題 （昭和 36年）

　　　地球 と物性物理 （昭和 38 年）

など の 境界領域 の 問題が しば し ば とり上 げ ら れ た こ とが注目され る 。 こ の ほか特別 の 企画 として 、 昭和

40 （1965）年に朝永振一
郎の ノ

ー
ベ ル賞受賞を記念するシ ン ポジ ウ ム が開か れ てい る。

　　モ レ キ ュ
ール 型研究会は 、数名の研究者が モ レ キ ュ

ール （分子 ）の ように集ま っ て 、具体的に計算

をすすめ る な ど の 共同研究を行 うもの で 、狭い 意味 で の 共同研究である 。 しか し 、 予算 の 制約か ら基研

へ の 長期滞在は難し く、1 つ の テ ーマ に 関心をもつ 研究者が突 っ こ ん だ討論 を行 うため の 小規模な研究

会とい う性格が 強い 。

＊　「長期」 「短期」「モ レ キ ュ
ー

ル 」の 差が 事実上失 われ て きて い る 実 情 か ら、1996 年か ら こ れ を 1本化 した 。
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　　ア トム 型研究員は 、初期の 「各個研究」に お ける研究生 の 制度を引き継い だ もの で ある 。 は じ め は

1 年間の 滞在が認め られ 、長期研究計画と関連して採用 される場合が多か っ た 。 しか し 、 で きるだけ多数

の研究者に基研を利用し て もら う趣旨か ら、昭和 44 （1969）年より滞在期間が制 限 され る ように な り、

現在 で は 1 ヵ 月 の 滞在が通例 とな っ て い る 。 また、ア トム 型研究員とな る資格に制限は な い が 、最近は 大

学院後期課程の 院生が 中心で ある 。 1ヵ 月の 滞在で は基研で研究をまとめることは難しい が 、 しば らく所

属の 研究室 を離れ て 「外 の 空気 を吸 う」こ と は大学院生 に とっ て得る とこ ろが 大 きく、応募者が 多い 。

　　こ の ほ か 、若手研究者の ため の制度として 、湯川記念財団 （第 10節）の援助に よる湯川奨学生 （の

ちに基研研究員）が ある が 、
こ れ に つ い て は後述する。

　　前節 で 述べ た ように 、昭和 36 （1961 ）年頃まで に部門も整備 され 、 専任所員 の数 も増した 。 専任所

員に よ る研究は共同利用の研究活動とも関連 して 進め られたが 、こ こ で は個 々 の 研究内容に は触れ な い
。

理論物理学の 分野 で は論文を雑誌に発表する前に プ レ プ リン トとして 関連する研究者に送付する の が通

例であるが 、 基研で も昭和 36 （1961）年か ら 、 通 し番号を付したプ レ プ リン トを RIFP プ レ プ リン トと

して作成して い る。 そ の 総数は 理論研 と合併した平成 2 （1990）年まで に 857編に達して い る 。

　　研究部門 に は 当初か ら 1部門 1学年当た り 1 名 の 大学院定員が つ け られた 。 しか し、基研 として の

研究者養成は 、 ア トム 型研究員など の 共同利用に よっ て 、全国に 開か れ た形で なされ る べ きで ある、と

する考えか ら、所 員が指導教官として 特定 の 大学院生 を指導する こ とはな され なか っ た 。 基研に おけ る

大学院の問題 は 理論研 との 合併の あと 、 もう 1度論議される （第 8 節）。

　　 申間子論 30 周年に 当た る昭和 40 （1965 ＞年、それ を記念して素粒子論国際会議が行われ 、 基研が

そ の 準備運営に当た っ た 。 こ の 会議で は 、 1930年代後半か らの 、 中間子論を中心 とす る素粒子論の 発展

を長期的変化に 重点をお い て 考察し、さまざまの 理論の 背景に ある考え方の 特色や指導原理 を明確に し

つ つ
、 将来へ の 見通しを検討する こ とが 主な目的とされ た 。 会議は 9 月 24 日か ら 30 日まで 、海外か ら

の招待者 13 名を加 えた国内外 の 研究者約 20 名に よ っ て行わ れ 、 核力の 中間子論か ら素粒子の 時空構造

に わ た る広範な基礎的問題が 、 円卓会議的な 自由な形式 で 討論 された。また 、こ の 会議に 先立 っ て 3 日

間 、 基研主催に よる 「素粒子論 シ ン ポジウ ム」が行わ れ 、 国内か ら約 200名と上記国際会議出席者の多

くが これ に参加した 。

　　 昭和 43 （1968）年には 、 基研創設 15 周年の 記念式典 （10月 28 日）とシ ン ポジウ ム （10 月 28 日

〜 31 日）が開かれ てい る 。 基研の 15年をふ り返り、 同時に 、 2 年後に予定され て い た湯川 の 退官以後の

基研 の 将来につ い て考える こ とが こ の シ ン ポジウム の 目的で あ っ た 。 シ ン ポジウ ム のプ ロ グラ ム は次の

ようであ っ た 。 こ の 中に 当時の 基研の研究活動の 主要な関心が なんで あ っ たかを見る こ とがで きる 。

　　（1）記念講演

　　　 基礎物理学 とは （湯川秀樹）

　　（2）素粒子論 1、 H

　　　 素粒子の 統一理論をめ ぐっ て （片山泰久）、 素粒子模型 の 進展 （小川修三）、S行列と対称性 （宮
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　　　沢弘成）、コ メ ン ト；Urbaryon をめ ぐっ て （大貫義郎）

　（3）核力

　　　核力研究の発展 と基研 （町田 茂）、 複数π
一中間子交換 と One−Boson−Exchange モ ードに つ い て

　　　（古市　進）、近距離 に おける核力 （玉垣良三 ）

　（4）超高エ ネル ギー

　　　超高 エ ネ ル ギ
ー
砺究 と基礎物理学 （藤本陽一）、多重発生 の 模型 （藤本陽

一
）、 空気シ ャ ワ ーの 問

　　　題点 （上 田　顯）、宇宙線によるμとu の研究 （三 宅三郎〉

　（5）核構造論

　　　核子間相互作用 と核構造 1 （高木修二 ）、核子問相互作用 と核構造 II一励起モ ードをめ ぐっ て一（丸

　　　森寿夫）、 弱い 相互作用 と核構造 （森田正人 、山田勝美、藤田純
一
、藤井昭彦、大坪久夫）

　（6＞天体 ・宇宙

　　　自然の 進化と学問の進化 （早川幸男）、星の 進化 （林忠四郎）、太陽系の 起源 （小野　周）、天体

　　　内部特に 流動性核 の 問題 （川井直人）

　（7）物性理論 ・統計力学

　　　基研 15 年と物性基礎論 （松原武生）、固体理論の歩み （吉田　奎）、 二次相転移に伴 う臨界現象

　　　（森 肇 ）、映画 「Computer 　Simulation　of　Order−Disorder　Phenomena 」（荻田直史 、 上田顯 、 松

　　　原武生 、 松田博嗣 、 米沢富美子）

　（8）生物物理

　　　理論生物物理学の発展 と基研 の役割 （小 谷正雄）、 生物学に お ける物理学者の 役割 （福留秀雄）、

　　　生物物理学の将来像 （寺本　英）

　（9）基研の 役割 ・今後の あ り方

　　　問題提起 （湯川秀樹、碓井恒丸、板橋清 巳 、 安野　愈 、 井上政義 、 小林昭 三 ）と討論

　　湯川は記念講演 「基礎物理 学とは」の 中で 、私 は 「
“

基礎物理学と は何か
”

と問わ れた時 、 しば しば 、

“

基礎が確かでな い よ うな物理学の 分野 の研究である
”

とい う逆説的な説明をして い た」が、こ の ような

定義は少し狭すぎ 、 もっ とい ろ い ろ な基礎的な問題があ る の で は ない か 、 と述 べ
、

い くつ か の例 を挙げ

たあと、講演を次の ようにしめ くくっ て い る 。

　　　　　 要する に 、基礎物理学 とは何か とい うと、それ は もともと簡単に 自己限定で きな い もの で あ

　　　 る 。 新しい 基礎的問題が 、 既知と未知の 境界の 移動に伴な っ て 、 新しく生まれ て くる 。 そ うい う

　　　 意味で 、
い つ まで も若さを保ちうる し、保 っ て い なけれ ばならな い 、い っ たん 老化 して も若返 り

　　　 うるし、また 、若返るため の 努力を続けて ゆかねばな らない学問で ある 。

　　湯川 は 、 最後の 丁基研の 役割 ・今後の あ り方」の セ ッ シ ョ ン における発言で は 、とくに生物学の 問

題 をと りあげ て い る 。 生物を理解するの に 、 物理学者はしば しば生物を原子や電子の ダイナ ミ クス に バ

ラ して しまお うとする 。 しか し、そ れ だ け で は だ め で
、 複雑で ヘ テ ロ なもの

、 さまざまな もの が ゴ チ ャ
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ゴ チ ャ して い る もの を、全体 として とらえる必要がある の で は な い 力丶 従来の 物理学がそ うい うこ とは

苦手だ っ た が 、「物理学と は
、

こ うい うもの だ ときめ こむこ とは基礎物理 自身を行きづ まらせ 、自らを貧

困にする」と述 べ て い る 。 こ の ような見方は 、現在で は 「複雑系」の 問題と し て しば しば語 られる よう

にな っ たが 、4 半世紀余も前に基研の将来の 問題 として なされた もの として 、 こ の湯川発言 は きわめ て

先見性 の ある もの で あっ た 。

　　こ の セ ッ シ ョ ンで 議論され た こ との 1つ に 、 基研の サイズ の 問題が ある 。 議論で は 、基研は共同利

用の セ ン ターとして の 役割が 重要なの であ り、基研 自身が大研究所を目指すべ きで は な い 、とす る 意見

が 湯川を含む何 人か の 発 言で述べ られ て い る 。 こ の創設 15周年に 際して 、 基研 の それ まで の活動と将来

へ の 展望を ま とめ た 小冊子が刊行された 。 そ の 中で 将来計画として次の こ とを挙げて い る 。

　 （1）部門の拡充 ：宇宙と物性の 2 部門の新設

　 （2）大型計算機の 設置

　 （3）流動研究員 ：研究所 とし て の 定員を もつ こ と

　 （4）共同利用宿舎の 整備

　 （5）国際交流 の 推進 ：外国人研究者の招へ い と小規模国際会議の 開催

　 （6）事務機構 の 整備

　　 これ ら将来計画 の
一

部 は 「湯川以後 」お よび統合後に実現するが 、 現在 も 「将来計画」として残 さ

れ て い る 課題 も少な くな い 。

第 4節　基研
一 湯川以後

　　昭和 45 （1970）年 3 月 の 湯川 の 停年退 官をひかえ 、 最大の 問題は後任所長の選考で あっ た 。 前年 7

月に 開催された研究部員会議、運営委員会か ら、こ の 問題 の 審議 が 始め られ た 。 選考方法 と し て 、次の

2 つ の 可能性が検討 された 。

　　A．後任の教授を通常通 り任期付の教授 として 公募し、所長は専任教授の 中か ら選考する 。

　　 B．後任所長を専任教授に 限らず選考する 。

　　しか し 、 B 案の実施に は 、 研究者の合意が得られ 、か つ 就任を受諾する見込み の ある候補者が得ら

れ る必要があ り、 実際上それが 困難であ ると考えられ 、 A 案に よる こ とが決められた 。 そ の方針によ り

1970年 2 月の運営委員会で所員の 牧二 郎炉後任の 所長に選 出された 。

　　湯川は停年退官後も名誉教授として 所内に研究甕をもっ て研究を続け 、 また運営委員として 留まり、

基研 の 運営 に 助言した 。

　　所長 の 任期は 昭和 49 （1974）年 、 4年か ら 2 年に改め られ た 。 所長は 牧 の あ と、佐藤文隆 、 再び牧

と交代し 、 昭和 61 （1986＞年 1 月の 選考にお い て 、 は じめて 所員以外か ら東京大学教授西 島和彦が選出
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され た 。 西 島は停年退官まで の 4年所長 を勤め 、 広島大学理論物理学研究所との合併問題 （第 6 節）に

当た っ て い る 。

　　こ の ように して 、 牧所長の もと湯川以後の 基研が出発した 。 しか し、こ の 頃共同利用研 として の 基

研の 運営、研究体制は ほ ぼ確立 して お り、 湯川 の 退官に よる大きな変化は見 られ ない
。 1970年以 降長期

に 継続 した長期研究計画に 次の よ うなもの があ る 。

　　　素粒 子の模型 と構造 （昭和 45〜 50 年）

　　　Urbaryon　Rearrangementと素粒子反応 （昭和 46〜 50，52年）

　　　原子核に お ける α 的 4 体相 関 ・軽 い 核に おけるα 的 4 体相関 と分子的構造 （昭和 46
，
49〜 53年）

　　　非線形非平衡状態 の 統計力学 （昭和 48 〜 56 年）

　　　高エ ネル ギーに おける多重発生 （昭和 49〜 52 年）

　　　素粒子論に お ける場の 理論 （昭和 52〜 57，59〜 61 年）

　　　 ク ォ
ーク と レ プ トン の 構造 （昭和 56〜60年）

　　　 ソ リトン 系の ダ イナ ミ ク ス とそれ に 関する カ オス の 問題 （昭和 57〜 61 年）

　　　パ タ ーン形成 一運動および統計 （昭和 59
， 61〜平成 4年）

　　　カオ ス とその周辺 （昭和 59〜 平成 2 年）

　　昭和 48 （1973）年、昭和 53 （1978）年 、 昭和 58 （1983＞年に は それ ぞれ創立 20周年、25周年 、 30

周年の 記念シ ン ポジ ウ ム が 開催 され た 。 各シ ン ポ ジウ ム で と り上げられた テ ーマ の い くつ か を以下に示

す 。 こ れ らの テ ー
マ に 、こ の 時期の 研究 の 流れ を見る こ とが で きる 。

20 周年記念シ ン ポ ジウム （1973年 10 月 30 ・31 日）

　　 第
一

部 基礎物理学シ ン ポ ジ ウ ム

　　　　　 強粒子物理学の今後の課題 （位田正邦）、素粒子論の 方向 （討論）（猪木慶治 、 後藤鉄男、牟

　　　　　 田泰三、中川昌美〉、 原子核 に おける核力 ・飽和性 ・分子的構造 （坂東弘治）、 物理学の 基

　　　　　 礎
一
特に 中間子に 関連して 一（藤田純一）、静的 ・動的臨界現象 （鈴木増雄）、近藤効果 （長

　　　　　 岡洋介）、相対論的天体物理学の 最近の発展 （松田卓也）、天体物理学の 現状と今後の 発展

　　　　　 （杉本大
一

郎）、 総合討論 （湯川秀樹ほ か）

　　 第二 部 基研をめ ぐる 研究体制 に つ い て の シ ン ポジ ウ ム

　　　　　 国際交流に つ い て （牧二 郎）、研究体制 の
一
環として の 学術情報シ ス テ ム （小沼通 二 〉、教育

　　　　　 研究体制に つ い て の 意見 と要望 一地方大学の観点か ら 一（坂東弘治 ・松本賢
一・山田英二）、

　　　　　 大学に お ける研究教育条件 （中野藤生 ・長岡洋介 ・安野愈）

25 周年記念シ ン ポ ジウ 厶 （1978年 11月 7 ・8 日＞

　　　　 1．素粒子論

　　　　　 弱電磁相互作 用 の ゲ
ー

ジ理論 （藤川和男）、ス トリ ン グ摸型 とバ リ オニ ウ ム （井町昌弘）、漸

　　　　　 近自由場理論と高エ ネル ギ
ー素粒子反応 （牟田泰三）、 QCD とク ォ

ー
クの 閉じ込め （小林誠）
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　　　　2．宇宙物理

　　　　　 宇宙現象と素粒子物理 （佐藤勝彦＞

　　　　3．原子核

　　　　　 高密度核物質 （安野愈）、重 イオ ン 間相互作用 と原子核 の 高励起状態 （阿部恭久）、 転移領域

　　　　　 核の励起構造
一モ ー

ド ・モ ー
ド結合 （松柳研

一）

　　 　　 4．物性論

　　　　　 熱力学的に安定で ない 系の統計物理 （川崎恭治）、非平衡系に お ける巨視的な秩序形成 （蔵

　　　　　 本由紀〉、ラ ン ダ ム 系の統計物理 学 （米沢富美子）

30 周年記念 シ ン ポジ ウム （1983年 11 月 7 ・8 日）

　　　　1．講演会

　　　　　 自然科学雑i感 （福井謙一）、素粒子物理 学の一断面 （西島和彦）

　　　　II．シ ン ポジウ ム　基礎物理学の 将来

　　　　　 基研 30年の 歩み か ら （牧二 郎）、 ア ン ダーソ ン 局在 と量子ホ ール効果 （長岡洋介〉、 熱力学

　　　　　 的 に 不安定な系の 秩序化過程に お け る ス ケ
ー

リ ン グ則 （太田隆夫）、原子核に お ける非平衡

　　　　　 過程 （吉田思郎）、 素粒子の統
一
理論 （稲見武夫）、 ク ォ

ー
ク ・レ プ トン の 複合模型 （山脇幸

　　　　　
一
）、量子ゆ らぎと宇宙構造 （小玉英雄）、討論 一基研将来計画をめ ぐっ て

　　基研拡充計画 は 15周年の 頃か ら検討が始め られ て い る 。 基研は創設以来 、 長 く4 部門 の ままで あ

り、 助手の 定員 も少なか っ た 。 こ れ に対し 、 理論物理学の分野は広が っ て お り、 共同利用の 中心 とな る

べ き固有部門を もっ と強化しなけれ ばならな い とい う声は、研究者グ ル ープか らも上げられた 。 昭和 49

（1974）年、拡充計画が次の ような形にまとめ られ 、研究部員会議で 了承 され た 。 （＊ は新設 ）

　　　 固有部門 7 （うち 3 部門新設）：場の 理論、素粒子構造論、原子核理論、宇宙物理基礎論＊ 、物性

　　　 基礎論、統計物理学＊ 、非線形物理 ＊

　　　 客員部門 4 （新設）：素粒子反応論
＊

、 高 エ ネル ギー核物理学
＊

、 生体物性論
＊

、 物理学基礎情報構

　　　 造
串

　　　 附属施設 （新設 ）：基礎物理学研究情報セ ン ター

　　 客員部門 の新設 は 基研の 共同利用 の機能強化 を図 る もの で あ り、 情報セ ン タ
ー

の新設は 、 重要性を

増して きた情報セ ン タ
ーとして の 役割の 強化を目指した もの であっ た （第 8節）。

　　 固有部門の拡充は
、 昭和 55 （1980）年にな っ て は じめ て 「統計物理学」部 門 （時限 7年）が認め ら

れ 、そ の 一部が 実現した 。 新設部門に は 東京大学を停年退官 し た久保亮五 が 初代教授と し て 就任した 。

「統計物理学」部門は昭和 62 （1987）年 、 時限に よっ て廃止され 、 「非線形物理学」部門 （時限 10年）が

新設 されて 現在に至 っ て い る 。

　　 1970年以降の基研で注目され る こ との 1 つ は 、 国際交流の 進展で ある 。 昭和 33 （1958）年度か ら、

滞在費の み を支給す る外国人研究者招聘の 経 費が 認 め られ て お り、また 昭和 49 （1974 ）年度か らは
、 文
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部省 招聘外国人研究員制度に よっ て少数ではあ るが 渡航費を支給する招聘も可能にな っ た 。 基研を訪問

し滞在する外国人研究者は基研設立 の 当初か ら多か っ たが 、大半は国際会議 出席の ため来日 した折に 基

研 に 立ち寄る短期滞在で あ っ た 。 そ れ が こ の 頃か ら 、 基研側か らの 招聘に よ り長期に滞在する研究者が

増加し て い る 。 さ らに 昭和 57 （1982）年に は外国人客員部門 「理論物理学」が 新設 され 、国際交流の 拠

点 と な っ た 。

　　昭和 53 （1978）年 8 月、第 19回高エ ネル ギー物理学国際会議が東京で 開催され た 。 基研で は 、こ

れ に 出席した外国人研究者の中か ら講師を迎え 、 9 月 1 日か ら 5 日まで 「京都サ マ ー・イ ン ス テ ィ チ ュ
ー

ト」（KSI ）を開催した 。 こ れ は 、 講義を主 としたい わ ゆ る 「夏の学校」として 企画され たもの で 、 テ ー

マ は 「薪粒子 ・ニ ュ
ー

トリ ノ反応」「ゲージ 理論」および 「加速器計画」で あ っ た 。

　　 KSI は こ れ を第 1 回と し 、
こ のあとテ ーマ を変えて 毎年開催する こ ととな っ た 。 経費は年に よ っ て

異なるが 、文部省国際研究集会、学術振興会国際研究集会、湯川記念財 団をは じめ とする諸財 団 か ら の

援助などで ある 。 湯川記念財団が 基本金を充実し事業を拡大 し て か らは 、 基研に おける 国際研究集会の

後援が財 団 の 主な事業の 1 つ とな り、KSI は 昭和 62 （1987 ）年か ら名称を湯川 国際セ ミナ
ー （YKIS ）と

改め 、今 日に至 っ て い る 。 こ れ まで に開かれ た KSI 、
　YKIS の テーマ と参加者数 （カ ッ コ 内は外国人参

加者く 内数〉 ）は以下 の 通 りで あ る。

1978 年

1979年

1980 年

1981年

1982年

1983 年

1984年

1985 年

1987年

1988 年

1990年

1991年

1993 年

素粒子物理学と 加速器計画 159（30）

低次元系の 物理学 84（15）

非晶質半導体 の 物理学 200 （36）

大統
一

理論 とその 周辺 141（18）

原子核の 集団運動の 微視的理論 116（29）

カ オ ス とそ の 周辺 136（24）

ソ リ トン系の 力学的諸問題 109（22）

量子重力 と字宙論 120（20）

原子核の 中の メ ゾ ン とク ォ
ーク 121（36）

コ ン プ レ ッ クス な物理系に おけ る 動的協力現象 111 （25）

数学 と場の量子論に於ける共通の 問ts　84（24）

低次元場の 理論と物性物理 114（24）

量子 とカ オス
ー両立不能か 72（22）

　　基研 と海外研究機関との計画的な交流 も進め られ た 。 昭和 47 （1972）年 、 ソ連ウ クラ イナ共和国の

キ エ フ理 論物理学研究所 と研究交流協定を結ん だが 、こ れ は 実効を挙げ て い ない 。 平成元 （1989 ）年、カ

リフ オ ル ニ ア大学 （サ ン タバ ーバ ラ校 ）理論物理学研究所 （ITP ）所長 」．S．Langer 教授が 来日 した機会

に 、基研所長西島は Langer と会い
、 両研究所間の協力を約束し、そ の 1 つ と して 共催の シ ン ポ ジ ウ ム を

毎年 、 京都 とサ ン タバ ーバ ラ で 交互に 開催する こ ととした 。 そ の 第 1回 として 1991年の YKIS は ITP
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の 協力を得 、 ITP か ら A．　Z  教授が参加して い る 。 そ の 後、サ ン タバ
ー

バ ラ で 開か れ た シ ン ポジ ュ
ーム

「量子相転移」（1992年）、厂物性物理 に おけ る計算物理 」（1994年）は 基研が共催し、湯川記念財 団の援

助に より、日本か らそ れ ぞれ 約 10名が参加 した 。

　　設備の面で は こ の 時期 、 計算機室の整備が 進め られた 。 1970年代に 入 る と 、 大型計算機の進歩に伴

い
、 理論物理学に おける計算機の役割は次第に大 きくな っ て きた。昭和 44 （1969）年、京大に お い て大型

計算機セ ン タ ー
が発足する と、 基研で は 専用端末機をお い て そ の利用体制を整えた 。 昭和 54 （1979年）、

特別設備費に よ っ て 大型計算機セ ン ターの リモ
ートス テ

ー
シ ョ ン として PANAFACOM 　U1500 を導入し

そ の周辺機器 を整え、 所員だけ で な く共同利用研究計画に 参加する全国の研究者の利用に供した 。 そ の

後昭和 60 （1985）年に は パ ソ コ ン を導入 し、平成元 （1989）年に は BITNET ノー
ドマ シ ン を設置した 。

翌年館内に ネ ッ トワ
ー

ク （イ
ー

サ
ー

ネ ッ ト〉が張られ て 学内 LAN （KUINS ）に 接続 され て い る
。

　　昭和 56 （1981）年 9月 8 日 、 湯川秀樹が下鴨の 自宅で 永眠した 。 74歳で あ っ た 。 翌 日の新聞は湯川

の 死去を大きく報じ、数ペ
ー

ジにわたる特集を組ん で い る 。こ れ らの 記事は 、 湯川が すぐれ た理論物理

学者で あ っ た だけで な く、国民的存在で あ っ た こ とをあらため て感じさせる もの で あ っ た 。

　　10 月 30、31 日、基研で は 理学部 との 共催で 追悼行事を行 っ た 。 行事は 、 湯川 の 遺品 、湯川 の 生 涯

と業績を紹介した パ ネル の 展示と講演会で ある 。 講演会で は 、山口昌哉理学部長 、 沢田敏男総長の 挨拶

の 後、所長牧二郎 と理学部教授田中正 に よ る湯川 の 業績紹介 、 兄の貝塚茂樹、友人 の 小堀憲 らの 思い 出

を語 る講演が あ っ た。 翌昭和 57 （1982 ）年 3 月、基研で 追悼シ ン ポジ ウ ム 「基礎物理学の 方向」が開か

れ た 。 こ こ では湯 川 の業績 を偲びなが ら 、 基礎物理学の 現状か ら将来 を展望する講演が な され た 。

　　昭和 60 （1985 ）年 8 月 15 〜 17 日、中間子論 50周年を記念す る国際会議が 京都国際会議場で 開か

れ た 。 所長牧 二 郎が組織委員長を務め 、 基研が 運営 の 中心 とな っ た 。 参加者は 19 力 国か ら 260名を数え

て い る 。

　　中間子論 50 年を記念して 、湯川が そ の 研究 をして い た時に住ん で い た 西宮市に 記念碑 を建て よ う、

とい う運動 が 有志の 手で 始め られ た 。 西宮市の協力を得て、湯川 の 旧宅に近い 苦楽園小学校の校庭に 「中

間子論誕生記念碑」が 建 て られ 、昭和 60 （1985）年 U 月 2 日除幕式が行われた 。 碑に は湯川 の 著書

r旅 人亅か らの 言葉 「未知の 世界で探求する人 々 は 、 地 図を持たない 旅人で ある」が刻まれ て い る 。

　　西宮市は こ の 碑 の 建立 を契機に記念事業を企 画 し、翌昭和 61 （1986）年か ら毎年実施して い る。 こ

の 「西宮湯川記念事業」は市民の ため の 講演会、理論物理学の 分野で顕著な業績を挙げた若手研究者 を

対象 とする 「西宮湯川記念賞」の 贈呈、国際会議 「西宮湯川記念理論物理学シ ン ポジウ ム 」の 開催か ら

な っ て い る 。 基研 は 趣 旨に賛同 して こ の事業に全面的に協力して い る。第 1 回の講演は 11 月 9 日内山龍

雄 （帝塚山大学学長）に よる 「相対性理論 とはど の ようなもの か」が行われ 、シ ン ポジウ ム は 11 月 7、

8 日に 理論物理学 の 広 い 分野に わた る講演会として 開催 された 。

　　昭和 53 （1978）年秋か らの 1年間、日米科学協力事業の 1 つ として、米国側から LM ．　Brown （ノー

ス ウ ェ ス タ ン 大学）と南部陽一郎 （シ カ ゴ 大学）両教授 、 お よび国内各地 の 研究者 の 参加を得て 、 1930
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年代か ら1950年に至 る 日本の 中間子論の歴史を調べ る共同研究が行なわれ た 。 こ の 中で 、中間子論お よ

びそれに関連す るわが国の研究者の 業績 ・学問的活動につ い て の歴史的資料を収集 ・整理 ・保存し 、 ま

た関連事業 として 、 海外の 物理学史関係資料セ ン ター等 とも提携して史料な らび にそ の 情報の 国際交流

をはか り、 研究者の利用に 供する ため 、「湯川記念館史料室」を発足さ せ る こ と と した 。

　　史料室は 、 準備段階をへ て、昭和 54 （1979）年 8 月に 発足 した 。 組織作 りとあわせ て 、保存すべ き

資料 の 調査を進めた が 、同年末に い た り、理学部物理学教室図書室の
一

隅で 、 ダ ン ボール 箱に 入 っ た中

間子論誕生 の時期の 湯川の 計算や手書き論文原稿などが み つ け出 され 、 湯川 の好意に よ り、史料室に寄

贈された 。 資料の 分類 ・整理が進んだ部分 につ い ては、昭和 55 （1980）年 4 月の 日本物理学会と、同年

5〜 6 月に米国フ ェ ル ミ国立加速器研究所にお い て開催された素粒子物理学史国際会議に お い て講演され

た ほ か 、数編の 報告が公表され て い る。

　　湯川死去の後 、 湯川が退官後 も研究室 として使用 して い た部屋を 「湯川記念室」とし 、 上記の 資料

の 他 、遺族か ら寄付 を受けた 著書 250 冊 、蔵書 1
，
920冊を保存して い る 。 資料は 未整理 の もの も多い が 、

現代物理学史上 の貴重な資料として 、 整理され 、利用され る こ とが望まれ る 。 また 、 今後史料室は湯川資

料の 保存の みで な く、 日本における理論物理学の資料室として の役割も果たして 行か なければ ならない 。

第 5節　広島大学理論物理 学研究所

　　広島大学理論物理学研究所は 、 広島大学の前身で ある広島文理科大学附置 の研究所 として 、 昭和 19

（1944）年 8 月設立された。

　　理論研設置の 機縁 とな っ たの は、広島文理科大学に おける波動幾何学の 研究で あ る 。 こ の研究は 文

理大理 論物理学研究室の教授三村剛昂、幾何学研究室の 教授岩付寅之助 を中心 とする、主として両研究

室所属 の 若手研 究者 10余名 の 共 同研究と し て 行 わ れ た 。 こ の 理論は物理学の 基礎理論で ある量子力学 と

相対性理論を包括 し、1 つ の 統
一
原理 に 基 づ く理論体制の 建設を目指した もの で ある 。 第 1論文が r文理

大理科紀要亅に受理 された の が昭和 9 （1934）年で あるが 、それか ら約 10年の 問に 60 余編の論文が発表

され 、内外に反響をよん だ 。 こ の 時期に 、東京、京都 な どの 中央か ら離 れ た 地 で 、物理挙者 、 数学者が

分野の 壁 を越え て共同研究を進め 、独創的な理論の構築を目指した活動は永 く記憶 され るべ きで あろ う。

　　こ の 研究を主体とする 研究所 を設置 しようとい う計画が 、 研究を進める中で構想 され た 。 三村らは

こ れ を文部省へ 働 きかけた が 、い つ 頃文理大から文部省へ の正式な要請が行わ れたか 、 などの 具体的な

経緯は明 らかで ない
。

　　理論研設置を制定する勅令改正が公布 された の は 、 昭和 19 （1944）年 8 月 23 日で あ る 。 何ら事前

連絡なしに 、こ の 勅令改正 を伝える官報が 文理大に届 い た 。
い か に戦時中とは い え、こ れ はか な り異例

な こ とで あ っ た 。 戦局 の きわ め て 悲観的な当時として は 、理論研の ような迂遠な研究目的をもつ 研究所
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が設置され る期待はほとん どなV丶 と実現が あきらめ られ て い た矢先の こ とで あっ た 。

　　全国的に見 る と、戦 中に か な りの 数の研究所が創設 され て い る 。

　　　昭和 16年 低温科学研究所 （北海道大学）、 工学研究所 （京都大学）

　　　昭和 18 年 科学計測研究所 （東北大学）、弾性工学研究所 （九州大学）

　　　昭和 19 年 電気通信研究所 （東北大学）、音響科学研究所 （大阪大学）

しか し、こ れ らは ほ とんどが直接、間接に 戦争に役立 つ こ とが 期待され た工 学系の研究所で ある 。 理論研

の場合 も文部省側か ら、設置 目的に戦争に 役立つ 軍事研究 を含める ように 再 三示唆 され た が 、 文理大側

は こ の 研 究所の 目的はあ くまで 戦争に 関係の ない 基礎研究で ある と主張し た 。 しか し 、 最終的に は 、文

理大か ら文部省に 提出した 「理論物理学研究所設置理由」で は 「理論物理学研 究所 二 於ケ ル 研究事項ノ

解説 」として 、

　（1）物理学二 於ケ ル 基本的思想並二 概念 ノ研究

　 （2）物理 ノ構造ノ理論的研究

　 （3）場 ノ 理論 ノ幾何学的研 究

　 （4）重力波ノ研究

　 （5）物質ノ急激ナル 変化ノ 理論的研究

を挙げたあ と、最後に 1 項を つ け加 え、

　 （6）国防上重要ナ ル 諸問題 ノ 理論的処理

と し て 、 航空 の 理 論な どを挙げて い る 。 追加 の 説明資料 で も、冒頭に

　　　 理論物理学ハ 凡ユ ル 科学技術ノ基礎ヲ ナ ス学術デ ア ル コ トハ 今更云ウ ヲ待 タヌ コ トデ、特 二 科学

　　　兵器 ノ ゴ トキ ー
トシ テ コ ノ 理論二 基 カ ザ ル モ ノ ナ ク又 コ ノ 理論 ニ ヨ ッ テ将来緊要ナ ル研究ヲ遂行

　　　 シ例ヘ バ 新兵器ノ発明発見 ヲ モ 期待シ得ラ ル ル モ ノ デ ア ル

と述べ て い る 。 しか し 、 勅令の条文中に は 軍事研究に 関する字句は な く、設置 目的 は 「物理 学の 基礎研

究に 関する総合研 究を掌る」とされ た。

　　 昭和 15 （1940）年 、 学術研究会議の もとに物理学研究委員会が設けられ 、 その 中で 三村は基礎理論

班の責任者として活躍して い る 。 委員会にお い て行われた講演の 記録は r物理学講演集 1〜 】：V亅（1 昭和

16年、II同 17年 、
　IH 同 18年 、

　W 同 19年 、 丸善〉として 出版され た 。 三村は 1、　IIに波動幾何学に 関

する講演を載せ て い る 。 こ の ような活動 などを通 して 三村が文部省に対して 持 っ て い た影響力が理論研

設置に役立 っ た こ とが想像 され る 。

　　 理論研創設が決 ま り、まず所長 には併任で 三村剛昂が任命された 。 専任所員として は教授 1 名、助

教授 1 名 、 助手 3 名の ポ ス トが つ い た が 、教授に 細川藤右衛門、助教授 に佐久間澄 、 事務助手に藤原力

が 任命 され た 。 こ の ほか併任所員として岩付寅之助 （文理大）、 森永覚太郎 （文理大）、柴田隆史 （広島

高等師範学校）、 竹野兵一郎 （陸軍幼年学校）、上野義夫 （広 島高等学校 ）が発令 され て い る 。

　　 建物は親築の見込みが な い の で 、所蔵資料 を疎開して 空家にな っ て い た文理大付属 の 教育博物館 の
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建物を使用する こ とにな っ た。現在の 広島大学大学会館 の 位置 に あ っ た古 い 木造 2 階建の建物で ある 。

　　研究所は発足 したが 、当時すで に基礎研究を継続す る こ とは不可能な状態であ っ た 。 併任の 所員も

本務 の ない 時には研究所 に出 て研究 を行 っ たが 、 そ の研究は大半が呉海軍工廠等の 軍か らの委託研究で

あ っ た 。 文部省 に提出され た 「設置理 由」に形式上 つ け加えられ たはずの 軍事研究が実際 の研究 とな っ

て い っ たの で ある 。

　　昭和 20 （1945 ）年 8 月 6 日、理論研 で は 午前 8 時か ら輪 講を行う予定で 、 所員 と学生が 2 階の会議

室に 集ま っ て い た 。 当時、物理学科の 学生 の うち理論志望の もの 数名は 理論研 で 教 育して い た 。 勤労動員

で 長 く休止 され て い た講義 も 、 9 月の くり上げ卒業をひ かえ て 8 月 10 日から再開され る こ とに なり、 こ

の 日は Courant　und 　Hilbert “Methoden 　der　mathematischen 　Physik　
”
　ag　2 巻の 輪講を行うこ とに な っ

て い たの で ある 。 出席して い た の は所員の細川 、 併任所員の 上野 の ほ か学生数名で ある 。 佐久間 も出席

の 予定で あ っ たが 、遅 れ て い た の で、それ を待ちなが らテ ーブ ル を囲んで い た 。 遅れた佐久間は理学部

の 研究室から研究所に向か っ て急い で い た 。

　　 8 時 15分 、 閃光が走 り、 理論研の建物は
一
瞬の うちに 倒壌した 。 原子爆弾の投下 で ある 。 無事だ っ

た学生 たちの 機敏な働 きで 、崩れ落ちた柱や梁の 下敷 きに な っ てい た人たちが救出 され た。しか し こ の

とき細川は胸部を梁で 強打し 、 死亡 し て い た 。 学生 1名 も重傷を負 っ た 。 建物は そ の 日の うちに近所か

らの 火 で 焼失 した。細川 の 遺体は翌 日、広島高校の校庭で 学生 た ちの 手に よ り荼毘に付 され た 。

　　研究所 の 事務助手藤原力 は 学外で、併任所 員 の 岩付は理学部の研究室で被爆し死亡 した 。 所長の 三

村は 自宅で被爆し負傷した 。 そ して 、9 日後の 8月 15 日、日本は敗戦 を迎 える 。

　　 戦後 間 もな く、理論研は図書などの 資料 を疎開して い た、尾道市向島に ある 臨海実験所の
一部を借

りて 業務 を再開 した 。 しか し、所 員の 死亡 と負傷、文献等資料の 焼失に より、 研究活動を始める こ とは

容易 で はなか っ た 。 細川死去のあ と、三村 と竹野が 研究所専任 となり、佐久間 は物理学教室に移 っ た。

　　 専用 の 建物を確保するため の努力も始め られ たが 、 教育の た め の 建物が優先され 、 研究所の 建築の

見通 しは た た な か っ た
。

こ の よ うな話が 、 三村の 出身地で ある竹原町 （現竹原市竹原町）の 有志の 耳に

入 り、 昭和 21 年 8 月頃か ら同町に理論研を誘致する運動が起こ っ た 。 地元有志の努力によ り、同町的

場海岸に 4000m2 の 敷地を求め 、 こ こ に 400m2 の 木造平屋建の 庁舎が新築され る こ とに な っ た 。 昭和 22

（1947＞年 2 月起工 式が行われ 、建物は 同年秋完成 した 。
こ の 敷地と建物が 竹原 町か ら大学に寄付され 、

研究所は こ こ に移転した 。 そして 、延期され てい た研究所 の 開所式が 昭和 23 （1948）年 3 月に 行われ 、

こ れが実質的な研究所 の 出発 とな っ た。

　　 戦前か ら続 い て い た文部省学術研究会議が 終了する こ とにな り、昭和 23 （1948）年秋 、 最後の会議

が研究活動を再開したばか りの 理論研で 開催 され た 。 当時は宿舎 もな く、地元 の 協力に よ り出席者は民

家に 分宿し て の会議開催で あっ た。これ もまた理論研前史の 幕引きと戦後の 再出発を象徴する もの で あっ

た と い えよう。

　　 昭和 24 （1949 ）年 5 月、新制の 広島大学が発足する と 、 理論研は 文理大を 離れ 、広島大学附置の 理
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論物理学研究所 とな っ た。 文理大附置の研究所として の歴史は こ こ に終了する 。

　　制度は 変わ っ たが 、 実質的な組織や研究に は変化はなか っ た。昭和 25 （1950）年 7 月に は 学内定員

の 振替によ り、教授 1名、講師 1名の 増員が認め られ た 。 昭和 29 （1954 ）年 、 広島大学に大学院が設置

さ れ 、理学研究科物理学専攻 の うち、2科 目を理論研教官が担当する こ とに な っ た。

　　昭和 32 （1957）年 、 理論研は 1 つ の 岐路 に た た される 。 それ は 第 6節で述べ る よ うに 文部省側か ら、

基礎物理学研 究所 との合併が要請され た こ とで ある 。 こ の 合併は研究者グル
ー

プか らの 反対に よ り行わ

れ な い ことにな り、 研究者グル ープか ら、はむしろ理論研 として の 拡充が要望 され て い る 。

　　こ の あ と、研究部門の拡充が着実に進行した 。 昭和 35 （1960）年、助手 2名 の 教授 ・助教授へ の振替

に よ り、 「重力・時間空間理論」「場 の 理論・時間空間構造」の 2 部門に編成された 。 さらに 昭和 40 （1965）

年 1 部門増が実現 し 、 「時間空間理論」「重力理論」「場 の 理論」 の 3 部門 とな っ た 。 昭和 48 （1973）年

に は 「宇宙論」部門が増設 され 、4 部門、定員教授 4名、助教授 4 名、助手 2 名の体制が整 うに い た っ

た 。 こ れ に 伴 い 、大学院教育で も物理学専攻の 4科目を担当する こ とに な っ た 。 こ の 体制が平成 2 年の

基研 との 合併まで 継続する 。 こ の 間、昭和 36 （1961）年 3 月、創設時か らの所長三 村剛昂が 退官した 。

以後 、理論研所 長は次 の 人たちに引き継がれ て い る 。

　　　竹野兵一郎 （昭和 3＆ 38、40−42、4448 ）

　　　上野　義夫 （昭和 38−40、42−44、50−52）

　　　田地　隆夫 （昭和 44 、 48−50）

　　　成相　秀一 （昭和 52−54、58−60＞

　　　木村　利栄 （昭和 54−58＞

　　　横山　寛一
（昭和 60一平成元）

　　　藤川　和男 （平成元一2）

　　施設 の 面 で は 、昭和 27 年頃に地元有志か ら職員宿舎用地 1
，500m2 、水源 涵養林 として 背後の 山林

55
，
000m2 の 寄付を受け、職員宿舎 4棟が建設 された 。 雑誌 ・図書の整備が 進み 、書庫が手狭にな っ たの

で 、昭和 30 （1955）年 、 鉄筋 コ ン クリ
ー

ト造 り平屋建 64m2 の 書庫が建設された 。 また 、部門増に よ り

人員 も増え、従来の 庁舎は 手狭 に な り、損傷も甚だ しか っ た の で 、建て 替えられ る こ と に な り、昭和 42

（1967）年 3 月に鉄筋 コ ン ク リート 3 階建延面積 1121m2 の新庁舎が完成した 。

　　研究活動は相対論、宇宙論と場 の 理論、素粒子論の 2 分野に大別で きる 。 特に波動幾何 学以来の伝

統 を もつ
一

般相対性理論の 研究に 関し て は 、国内唯一の研究機関 とい っ て よ く、
ユ ニ ーク な存在で あっ

た 。 基研 と の 合併 まで に発表された研究論文は 690編に の ぼ っ て い る 。

　　昭和 57 （1982 ）年 4 月か ら、理学部素粒子論研究室と協力 して 「広島セ ミ ナ ー
」を開催、また 昭和

58 （1983）年 4 月か らは 、 外部か ら講師を招い て 「研究所談話会」を定期的に開 い て 、 理論物理学の地

域 的なセ ン ターと し て の 役割を果 た した 。

　　大学院教育では、前期 59 名 、 後期 47 名の大学院生を指導 し、52名の 学位取得者 （合併後の委託学
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生 を含む）を出した 。

　　基研との合併が決 まっ て か ら 、 理論物理学研究所 の 最後を飾る行事 として 、 平成元 （1989）年 12月

14 日か ら 3 日間、理論物理学研究所 45 周年記念シ ン ポジ ウ ム 「素粒子 ・重力 ・宇宙」が行われ た 。 約

100名の 研究者が集 まり、 理論物理学研究の現状 と 、 理論研で進め られ た特色ある研究 の 成果に つ い て 、

活発 な議論が な され た 。

　　平成 2 （1990）年 6月 8 日、広島大学学長田 中隆荘、竹原市長中野義孝 も出席して 閉所式が 行わ れ

た 。 現在 、 敷地の 一角に は 理論研の 歴史を刻んだ記念碑が残され て い る。建物は 、 広島大学生物生 産学

部附属水産実験所 として 使われ て い る 。

　　平成 3 （1991）年 6 月、京都で 一
般相対論に 関する国際会議 「マ ル セ ル ・グ ロ ス マ ン 会議」が 開催

され た 。 こ こ で 、 理論物理学研究所に対 して 、相対論 ・宇宙論に 関する長年 の 功績をたたえて 、マ ル セ

ル ・グ ロ ス マ ン 賞が贈 られ て い る 。

第6節　基研 ・理論研 の 合併

　　基 研 と 理論研 の 合併問題は 、 昭和 28（1953）年の 基研創設 とともに始まっ た と言 っ て よ い 。

　　文部省は 戦後、初め は 3 部門、後に は 5部門 を 研究所 と して の 最小 の 大 きさ とみ て 、 それ 以下 の 研

究所は大学附置の 研究所 として 認めな い 方針をとっ た 。 こ の ため 、当時 1部門の み で あっ た理論研で は

昭和 26（1951）年度か ら 5 部 門に 拡充する概算要求を行 うよ う準備を進めてい た 。 しか し 、 基研が設立さ

れ る こ とに よ り、理論研の 拡充は極め て 困難とな っ た 。 文部省は 同じ設置目的をもつ 2研究所 の 合併 を

望ん だ の である 。

　　合併が 最初 に具体的な問題 とな っ た の は 昭和 32（1957）年で あ る。 5 月 、 全国研究所長会議に出席し

た理論研所長三村は 文部省岡野学術課長か ら、基研 と の 合併に つ い て 非公式な打診を受けた 。 文部省の

意図は 、 理学部に微晶研究 施設 の 設置を認めるかわ りに 、理論研の基研 との 合併を実現させ た い とい う

もの で あっ た 。 理論研所員会は 、 竹原を基研分室として存続させ る こ と 、 研究部門の充実、所員の 処遇

（任期問題）、合併 の 時期等の 条件が 満た さ れ る なら、合併は 止 むを得ない と結論した 。 広 島大学評議会

は 4 回に わ た る審議 の の ち 、 10 月 29 日の 会議に お い て 文部省の要請に応 じ、合併の話 を進める こ とを

了承 し た 。

　　合併問題は 、11 月 1 日学術会議学問思想の 自由委員会が京都で 開催され 、
こ こ で委員の 1人が こ れ

を文 部省に よる大学の 自治の 侵 害と して 報告 した こ とに より、新 しい 展 開をみる こ とになる 。 これ に よっ

て 、問題 をは じめ て 知 っ た 基研 側 は 、 理論研 所長三村に 11月 15 日開催の 研究部員会議、同 16 日開催の

運営委員会に出席 して 説明を行 うこ とを要請した。三村は こ れ らの会議に 出席して 文部省か らの 要請と

そ れ に対する広大、理論研の対応に つ い て説明した 。
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　　研究者グ ル
ープ で は 、昭和 33（1958）年 1 月 25 日、関西素粒子論グル

ープ 懇談会を開催し 、 湯川も

こ れ に出席 した 。 広島大学か らは佐久間澄が出席して い る 。 懇談会で は、合併は望ましくなく、両研究所

がそれぞれ の 特色を生か して発展すべ きであ り、合併で は な く理論研 の 拡充が必要 である とした 。 学術

会議原子核特別委員会 （委員長　坂 田昌
一
〉に お い て も問題が と り上げ られ 、同様 の 結論 に 達 した。そ

の こ とは 、核特委か ら学術会議昭和 33 （1958＞年春の 総会に報告され てい る 。

　　三 村は こ の よ うな状況を文部省に 説明し 、 合併は困難で ある と報告した 。 こ れ に よ っ て文部省は合

併を断念し、京都大学、基研に対して は打診を行 っ て い ない 。三村は 昭和 34（1959）年 6 月の 評議 会に合

併 は 不適 当で ある こ と、したが っ て今後は 理論研 の 拡充を図 りたい 旨の 報告を行い 、合併問題 は 打 ち切

られ た 。 そ の後、理 論研の 部門整備が 進 め られ た こ とは前節で 述べ た通 りで あ る 。

　　昭和 53（1978）年頃か ら、国政問題 と して行政改革が と り上げられ 、とくに小研 究所 の 整理 ・統合が

全国的に 問題 とな っ た 。 そ の 中で 、昭和 59（1984）年か ら理 論研所長と文部省担当者 との 間で 、 広島大学

内 に存続するか、基研 と合併するか につ い て話し合い が行われ た 。 昭和 61（1986）年 3 月、文部省側は理

論研 に 対 し、学術審議会の研究所評価に 関する答申内容を示し 、 態度決定を迫 っ た 。 理論研は核融合理

論研究 セ ン タ ー
と合併 して 広 島大学 に残る案 を検討 した が 、同セ ン ターは名古屋大学プラズ マ 研究所と

の 合併に よる核融合科学研究所設立の計画を進め て お り、こ の 案は成功し なか っ た 。

　　昭和 62（1987）年 4 月、理論研所長横 山寛一は 文部省に お い て 担当者と話 し合 っ たが 、そ の 席で 文部

省側か ら合併問題 を早急に進め る こ とを要請された 。 こ れ を受けて理論研 では理学部 と合併するか 、基

研 と合併す るか の 2 案に つ い て検討し、理論研 の 伝統を生 か し、全国的な研 究活動に寄与する に は基研

との合併が望 ましい との 結論に達した 。 昭和 63（1988）年 1月、理論研所長は、合併につ い て 基研側 と非

公式な交渉 に入 る こ とに つ い て 、学長 、理学部長 の 了解を得、こ れを基研側に伝えた 。

　　 合併に つ い て の 文部省か ら基研へ の 非公式な打診はかな り早 くか らなされ て い る 。 しか し 、 基研で

合併問題が公式に問題 とされたの は、理論研か らの 申し入れを受けて 、所長西島和彦が昭和 63（1988）年

1 月開催の 研究部員会議 に お い て 、合併問題 の 説明 を行 っ た時で あ る 。 西島は こ こ で 、「公開 の 席 で 合併

問題を議論する ととは、ある意味で （大学の ）自治の侵害に もな りかねな い の で慎重に進めなければな

らない 」としなが ら 、 理論研側か らの 申し入れに基づ き、両研究所が合併した場合の 学問的 メ リ ッ トに

つ い て 議論し て ほ しレ丶 と要請した 。 こ の あと研究部員会議に おける審議は同年 7 月 、 平成元 （1989）年

1 月 、 2 月 （臨時）と続け られ た 。

　　 昭和 63 （1988 ）年 1 月の 会議で は 、 合併する場合の 基研側の 基本原則として 、

　　 1　 共同利用研究所として の 役割 を保持 、 発展 させ る 。

　　 2　 合併に際して 、 そ の 基本的運営形態を変える こ とは しな い 。

の 2 点を確認し、将来計画委員会を設けて 、さら に問題の検討を続ける こ とを決めた 。

　　 昭和 63年 7 月の会議では 、 所長および将来計画委員会の報告を基に議論が進め られた 。 所長西島はそ の

報告 （「素粒子論研究亅77巻 5号〈 1988 年 8月〉）で 、合併の 学問的意義に つ い て、次 の ように述べ て い る 。
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　　　　　 理論研は 、

一般相対論 、 特に波動幾何学の ため に戦時中に設立され、基研 は 中間子論を中心

　　　 とする理論物理学の 基礎的分野 の 研究を目的として戦後まもな く設立された 。 両研究所の設立 当

　　　 初 の研究分野は離れ て お り、あま り共通点はなか っ た 。 しか しなが ら過去 20年間に おける物理

　　　 学の 進展は 、Weinberg−Salamの 理論が 電磁相互作用と弱 い 相互作用の 統一
に成功して か ら、強

　　　 い相互作用 と重力をも包含する ような統一理論の建設を目指す ように な っ て きた 。 具体的に は 、

　　　 Kaluza−Klein理論や string 理論はそ の 良、
い 例で あろ う。

こ こ にお い て 強い 相互作用の研究から

　　　 出発した 基研 と重力の研究か ら出発した理論研とが 統合され る こ とは 、4つ の 力の統一とい う共

　　　 通の 目的に達する 上 で 誠に時宜を得た もの で あろ う。

　　将来計 画委員会 の 報告で は 、第 1の 問題点として 、合併した場合の 分野構成を挙げて い る 。 すなわ

ち、 基研の 部門は 理論物理学の広 い 分蜉に わた っ て い る が 、 理論研は相対論 ・宇宙 r 素粒子に 限られ て

い る 。 こ の た め 、合併の 後、理論研 の 特色を生か しつ つ 、か つ 適正な分野 の バ ラ ン ス を保つ に は 、部門

に フ レ キ シ ビリテ ィ をもたせ る とともに 、 物性関係 1、 原子核関係 1 の 2 部門の増設が必要で ある 、 と

した 。 また、所員 の 任 期問題 （基研所員 に は 任期が あ り、理論研所員に は ない ）に つ い て 、理論研所員が

合併後も現在の ポジ シ ョ ン に留まる限り、任期をつ けない の が妥当で あるとした 。 大学院問頚 （理論研で

は大学院教育を行 っ て い るが 、 基研で は行 っ て い ない ）に つ い て は 、 理論研の 申し入れ に 応 じて適当な経

過措置 をとるべ きで あ ろ う、として い る。

　　会議 で は 、 こ れ ら の報告を め ぐ っ て 審議 した の ち 、 将来計画委員会の報告を承認 し た 。 さ ら に合併

問題 の検討を進め る ため 、基研 ・理論研両所長の諮問機関として 、基研 3 名、理論研 3 名、研究部員会

議代表 5名の委員か らなる 「合併問題連絡会議」の 設置を決め た 。

　　 連絡会議で は合併の 具体的問題の 検討を始めたが 、
こ れ と同時に 、 京都大学で は合併す る時の 建物

の 問題 の検討が進め られ た 。
い ろい ろな可能性が検討されたが 、最後に残 っ た案は、平成元年に超高層

電波研 究セ ン タ
ー

の 庁舎が新営された こ とによ り空 くこ とにな っ た 、 同 セ ン タ
ー

がそれ まで使用 して い

た宇治構内の建物 （旧 工 業教員養成所）を利用する 、 とい うもの で あっ た。 は じ め 、 こ の 建物を使 っ て 、

全所員が同じ建物で研究す る可 能性が検討され たが 、 それ には無理があ ることがわか り、最終的には こ

の建物の空い て い る部分だけを使 い 、所員が 北 白川 と宇治に分か れ る とい う案に 固 ま り、大学事務局 （施

設部）もこ れ を了承した 。 所長は こ の案を平成元 （1989）年 2 月開催の 連絡会議で説明し、連絡会議で は

理論研側か ら 、 理論研所員が宇治に移る こ とで こ の問題を解決する案が 出された 。

　　 平成 2 年 2月 21B 、臨時研究部員会議が 開かれた。こ こで所長は京都大学内における合併問題の 経

過を詳細に報告し た 。 連絡会議か ら は 以下 の 「確認事項上の もとで 、と りあえず理論研が 宇治に移転す

る こ とに よ っ て 、合併を早急 に 実現する こ とが望 ましい とい うこ とで 合意した 旨の 報告が なされた 。 「確

認事項」の要点は 次の 通 りである 。

　　 1　 理論研が宇治に 移 り、北 白川と宇治 に 分かれ る 形 で 合併するの は 、合併 の 実現 を最優先 したため

　　　 の措置で あり、 全所員が 1 つ の場所で研究活動を行 う最終的な合併に 向か う一時的な形態で ある 。
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　　2　研究所名は 「基礎物理学研究所」とし、英語名を Yukawa　lnstitute　for　Theoretical　Physicsと

　　　 する 。

　　3　新研究所 の 運営方式は 、 両研究所が同
一

の場所に 移る まで は 、両研究所の こ れ まで の 運営方式

　　　 を尊重する。

　　4　 宇治の所員は 、一
定期間広島大学の大学院教育に協力する 。

　　5　 理論研 の 所員には 、 現在の ポジシ ョ ン にとど まる限 り任期をつ けな い
。

　　連絡会議では対等な合併で ある こ とを形に も示す た め に 、研 究所名の 変更も検討されたが 、共同利

用研 として 基礎物理学研究所の 名称が定着して い る こ とか ら、変更は 提案 され な か っ た 。 研究部員会議

は 審議 の 後報告を承認し、 基研が合併の ための概算要求を行うこ とを了承 した 。

　　翌 2月 22 日、理論研で は臨時所員会議を開催し、上 記確認事項に 基づ く合併を承認 した 。

　　そ の後 、 京大にお い て は 、 所長が 4 月 18 日、 5 月 30 日に 開催の評議会にお い て 合併の た め の 概算

要求の 説明を行い
、 承認 され た 。 広大で は 6月 6 日の 評議 会で合併の説明を行 い 、6 月 27 日の 評議会で

こ れが承認 された 。

　　平成 2 年度概算要求として提出 され たもの の 内容は、固有部門が素粒子論、原子核理論、宇宙基礎

論、物性理論 、 非平衡系物理学   ク ォ
ー

ク多体論
＊

、

一
般相対論、時間空間論 、 場 の 理論、非線形物理

学 、 統計力学 の 11部門 （うち ＊ 印の 2 部 門が新設）、 外国人客員部門が 2 部門 （うち 1部 門が新設）、ほ

か に計算機研 究施設 、 研究情報セ ン ター．一の 2施設を新設するとい うもの である 。

　　平成 2（1990）年 6 月 8 日 、 平成 2年度政府予算が遅れ て成立する と同時に 、 基研 ・
理論研 の 合併が

実現した 。 ただし、上記概算要求の うち新設分は 認め られ て い ない
。 理論研所員は、整備さ れ た 宇治 の

旧工業教員養成所の 建物に 6 月末まで に移転を終了した 。

第 7節　新 ・基礎物理学研究所

　　平成 2 （1990）年 6 月 8 日 、 基研は広大理論研 との合併に よ っ て 、固有部門 9、外国人客員部門 1、

所員数 24名 の 、拡充され た全 国共同利用研 究所 と して 再出発した （表 3）。

　　同年 11 月 21 日、基研 は こ の 合併を祝う式典を宇治キ ャ ン パ ス で 開い た 。 式典 に は 京大総長西島安

則 、 広島大学長 田中隆荘 の ほか 、 学外か らは文部大臣 （研究機関課長代読）、日本学術会議会長近藤次郎 、

高エ ネル ギ ー物理学研 究所長菅原寛孝らが 出席して 祝辞を述べ 、合併に よる新しい 基研 の 発足 を祝 っ た 。

また 、 当日午後は 講演会、翌 22 日はシ ンポジ ウ ム 「基研の 将来像」を開催し た 。 シ ン ポ ジ ウ ム で は
、 合

併に よっ て所員数が ほ ぼ 倍増 し、大 きく変わ っ た基研に対する い ろ い ろな期待や注文が述べ られ た 。 所

員の 任期制 、新しい 分野の 開拓、「地方大学」に対す る役割 、 情報セ ン ターと して の 役割 、 基研に お ける

大学院教 育等の 問題が論じられ て い る 。
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　　シ ン ポジウ ム に先立ち、将来計画委員会は全国の研究者を対象に 、 基研の あ り方に つ い て の ア ン ケー

ト調査を行っ た 。 ア ン ケートの 質問内容は 、研究会等の共同利用の あり方、国際交流、大学院教育、運

営形態の あり方等で ある 。 回答は広 く分布 してい るが、全体的に は 、 国際交流を含む共同利用 の 役割の

強化を望む声が多く見 られ．た 。

　　合併し て最初の 課題 は 、所員が北白川 と宇治に分かれ て い る状態を早期に解消する こ と、そのため

に全所員が
一
緒に 入 る こ との で きる庁舎を新営す る こ とで あ っ た 。 庁舎を建て る場所 として 北 白川 （北

部構内）、宇治、お よび京大が計画 して い る第 3 キ ャ ン パ ス の 3案が検討され たが 、第 3キ ャ ン バ ス で は

早期の 実現が難 しい こ ともあ り、数理解析研究所 、理学部 との 協力関係を維持する た め に も、 また計算

機環境か らみて も、北部構内が 最善 と考え られた 。 理学部 との 話し合 い が進め られ、植物 園 の
一
部 （基

研旧棟北側部分）の 利用が了承 され た。 そ こ で 、 従来か らの敷地 とこ の土地を合わせ て利用 し、基研の

建物を建てかえて高層化し 、 基研の建物問題 と数研の 面積不足を合わせ て解決する とい う案が まとめ ら

れ た 。 平成 3年 2月、理学部、数研 、 基研の 3 部局長間で その ため の 合意文書が作製された 。 羞研は こ

の 合意に基づ き、北側に 隣接する農学部の 了承 も得て 、平成 4年度概 算要求として庁舎新営を要求した 。

湯川記念館以来の建物をとり壊すこ とに つ い て は 、 所員会、研究部員会議、運営委員会に お い て も、他

に 敷地 を求める こ とが困難である 以上、止む を得ない と考えられた 。

　　日本学術会議物理学研究連絡委員会 （委員長　中嶋貞雄〉で は、基研、理論研の 合併に つ い て 、 そ

の 都度基研か らの 報告を受け て い た 。 合併後 基研が建物問題等の 困難な状況に ある こ と を見 て 、その 解

決に 関係当局 の 理解 と協力を求める要望を 「理論物理学の 研究体制 の 充実に つ い て一基礎物理学研究所

の 在 り方を中心として 」として まとめ、これ を対外報告 として文部省 、 京都大学等に提出 した 。 こ の ほか

区 分

表 3 　部門構成と定員 　（平成 8 年 4 月 1 日現在）

　　　　　　　 教 授 　 　助 教 授 　 　助 手 　 　計

一
般相対論部門

統計力学部 門

原 子核理論部門

素粒子論部門

物性理論部門

場の 理論部門

時間空間理論部門

宇宙基礎論部門

非線形物理学部門

素粒子論的天体物理学部門
（外 国 人 客 員 ）

1 人

11111111

（1）

1 人

11111111

人

0
乙

−

11

2 人

24323322

（1）

合　計 9 （1＞ 9 5 23 ω
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高エ ネル ギ ー物理学研究所等も、関連す る 共同利用研 と して 、基研 の 要求実現に協力を惜 しまなか っ た 。

　　庁舎新営の 概算要求は平成 4 年度は 通 ら な か っ た が 、基研の要求の 緊急性が 学内で も認め られ 、 平

成 5年度補正予算で とり上げられ た 。 い わゆ る バ ブル 経済崩壊後の 長び く不況を打開するため に組まれ

た大型補正予算で ある 。 折か ら、国立犬学協会 の努力に より、 文部省で は国立大学の 老朽化 した建物の

建て 替えが計画され て い た 。 その ような状況 も基研 の 要求実現に 有利に働 い た と考えられ る。

　　京都大学で は 、基研 以外 の 多くの 部局か らも建物新営 の 計画が 出 され て い た の で 、 全体計画の と り

まとめ を急 い だ 。 北部構内で は平成 4 年 12 月に 発足 した作業部会が計画策定に 当た っ た 。 基研 の 計画は

最初 、 旧棟 をと り壊すもの で あ っ たが 、 学内外か ら旧棟は湯川記念館 として保存すべ きで ある との声が

上 が り、案は 旧棟北側の 敷地 に新営する こ とに変更 され た 。 こ の 場所 が 農学部 の 建物新営 の 予定地 で あ っ

たため調整に手間ど っ たが 、最終的に は 農学部 の 了承 も得られ 、 計画は作業部会で承認された 。

　　平成 6 年 2 月 、 予定地で の 埋蔵文化財調査が 始め られ 、 同 6 月着工 された 。
こ うして 、 地上 5階地

下 1 階延面積 3331m2の新庁舎が平成 7 年 7 月竣工 の予定で ある 。

串

　　第 2 の 問題 は 、歴史 の 異な る 2 研 究所が 1 つ の 研究所として ど の ように融合して い くか 、 とくに 、

共同利用研で は なか っ た旧理論研が共同利用研 として の 運営 や 活動 に どの ように して 加わ っ て い くか 、

で あ っ た 。 こ の 問題は合併後 、 研究部員会議の もとに 置か れ た将来計画委員会等で具体的な検討が続け

られたが 、次の 合意に達 した。

　　 1　 字治の所員は北白川 の 所員 と同等の資格で共同利用研 として の 会議に 参加する 。 すなわち 、 研

　　　究部員会議に は全員が出席し 、 運営委員会に は 北白川 と同数 （4名 ）の 所内委員を選出する 。

　　 2　 人事は宇治の所員に つ い て も、合併以前の 基研 と同様に運営委員会で 候補者の 選考を行 い 、新

　　　任所員には 任期をつ ける 。 ただ し 、 公募の分野に つ い て は宇治所員会の 意見を尊重す る 。

　　研究会の 開催やア トム型研究員の滞在などの共同利用 の研究活動は主 に 北 白川で 行 うが 、宇治も可

能な限りこ れ に 協力する こ ととなっ た 。

　　 こ れ らの こ とはその 後実行に うつ され 、 宇治に お い て も研究会や国際シ ン ポジウ ム の 開催、外国人

研 究員等の 滞在 もなされて い る 。 人事につ い て も、合併後宇治所員の 公募が 4 件あ り、 運営委員会に お

ける審議をへ て 、 教授 2 名 、 助教授 2名が着任し た 。 と くに 、平成 7年の 新庁舎完成 、 完全な統合の見

通 しが つ い てか らは 、所 内の 運営も統合 の 方向へ 向か っ て い る。

　　 第3 は大学院問題 で ある 。 基研は創設以来、研究者の 養成 も共同利用 として 全国に 開か れ た形で行

うべ きで 、 京都大学の 大学院に深 く係わるべ きで ない として 、 基研 自身の大学院生は もたない で きた 。 こ

れ に対 し、理論研 は 長 く大学院教育にも貢献して きて い る 。 合併後の 基研が大学院生 を もつ べ きか どう

かは 、 統合記念シ ン ポジウ ム で も大きな問題 として とり上げられた 。 研究者の 意見は賛否に 分かれたが、

最終的には所員が大学院生 の 教育を しなが ら研究 したい と考える場合に は 、 その希望 も認め られ るべ き

で あ るとして 、 あま り多 くない （1 学年 4 名程度）大学院生をとる こ とが 、 研究部員会議で 了承され た 。

　 ＊ 新研究棟は予定通 り竣工 し、所員 は同年9 月末 まで に 引 っ 越 しを終えた 。
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　　こ の ような経過を経て 、 平成 6 年度に は基研 として はは じめ て物理学第 2 専攻の大学院生 2 名を宇

治に お い て受け入れ た 。 なお 、 宇治で は合併以後 、 広島大学大学院生 の委託 による指導を行っ て い る 。

　　一
方、理学研究科 で は大学院部局化の 計画が進め られ 、 基研 として の こ れ へ の対応が迫られた 。 基

研は は じ め 、共同利用研 として の 大学院教育を行 うため には独立専攻をもつ こ とが望 ましい と考えたが、

こ れ が 困難で ある こ とが わか っ た の で 、物理学・宇宙物理学専攻 に 協力講座 として 加わる こ ととした 。 上

記 の 研 究部員 会議 の 意見 もあ り、 また所内で も多数の大学院生 をもつ こ とは共同利用研 として の あり方

を大きく変え る恐れがあ り、 望 まし くな い と考えた 。
こ の ため 、 協力講座に加わ るの は 4部門の み と し

た
。 大学院部局化が実現 した の ち、協力講座 と し て の 大学院教育参加をどの よ うに行 うか は 今後に 残さ

れ た問題で ある 。

　　 合併に よ っ て共同利用 の研究活動に 若干の進展が み られた 。 まず共同利用の ため の研究員等旅費が

平成元年度 の 1
，900万円 か ら平成 2年度 2

，500万円に増額し た 。 こ の た め 、 こ の旅費を用 い て 外国人研究

者の 滞在費が 増額 しえた ほ か、日本人研究者に短期滞在費を支給する ビジ ター制、地方で行われ る地域

ス クール へ の講師派遣の 新し い 制度を発足 する こ とが 可能に な っ た 。

一方 、 以前か ら行わ れ て い る 研究

会等に つ い て は 、科学研究費の増額に より、特定の テ
ーマ による研究会が数多く開かれる ようにな っ て 、

基研に おける共同利用 の あ り方があ らため て 問題 とな っ て きて い る 。

　　 国際交流に つ い て は 、文部省の 招聘外国人研究員制度に よ る招聘 の 採用数が平成元年度の 4 名か ら

同 2 年度 6名、3年度 8名に増加した 。 外国人客員部門 とこ の 制度に よる招聘、YKIS の 開催を中心 とす

る 国際交流計画が検討 されたが 、 平成 6 年度に な っ て 採用数が減少し 、 計画の 再検討を余儀な くされ て

い る 。

一
方 、 湯川記念財団で も不況に よ る利率の 低下 に よ っ て事業の 縮小が なされ 、財 団の 援助に よる

YKIS の 開催 も財政状況が悪化 して い る。こ うした厳しい 状 況 の 中で 、今後国際交流 を進め て い くに は

さまざまな方法を求めなければ ならない 。 さし当た っ て は外国人客員部門の 新設が 1 つ の ス テ ッ プ とな

ろ う。

　　 基研に おける国際交流 の 活動に関して 、 残され て い る大きな課題は近隣ア ジ ア諸国 との交流で ある 。

こ の 問題 は以前か ら研究部員会議で くり返 し提起され て きた が、基研 として の 具体的な とり組み は なさ

れ なか っ た 。 しか し 、 近年にな っ て、韓国、中国等にお い て 、 理論物理学の分野に お い て も活発な研究が

な され 、国際 シ ン ポ ジ ウム も開かれ るようにな っ て い る 。 と くに 、 韓国で は理論物理学の 国際セ ン ター

設立の 動 きもあ る。所員 の努力に よ っ て 、日中 、 日韓の 交流 の 動 きが 始まっ て い る が 、今後 、基研と し

て ア ジ ア諸国との 交流に おい て どの ような役割を果た して ゆ くべ きか 、の検討が迫られて い る。

　　 計算機関係で は平成 4 （1992＞年特別設備費による高速ワ
ー

クス テ
ー

シ ョ ン 2 台の導入 などに よ り、

計算機環境 の 整備が 進め られた 。 平成 6 （1994）年現在 、 北 白川で は 14 台の ワーク ス テ ーシ ョ ン とグラ

フ ィッ ク端末がネ ッ トワ
ー

ク接続 され て 、大規模計算や グ ラ フ ィ ッ ク処理など に使用され て い る 。 そ の ほ

か 、所内に パ ソ コ ン が多数設備され て い る 。 こ れ らの計算機設備とサービス は共同利用に も供され 、所
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 零

外利用者は 200 名を こ えて い る 。

　　こ れ と別 に、宇治に も計算機室が置かれ 、
こ こ に は ワ ーク ス テ ーシ ョ ン 5 台、パ ソ コ ン 9 台等が置

かれ 、
こ れ らの 機器はネ ッ トワ ーク を通 して研究室内 の ワ

ー
クス テ

ー
シ ョ ン や パ ソ コ ン、所外の 計算機

室と接続 され て い る 。 特に ワ
ー

クス テ
ー

シ ョ ン は こ の 接続に よっ て マ ル チ ユ ーザー指向の大型計算機的

機能をもつ に い た っ て お り、所外者の 利用 も可能に な っ て い る。

　　所員 による研究は合併以後も 、 個別的な共同研究 、 定例で 開かれ る合同 セ ミナ
ー

を除けば 、 北白川

と宇治に分かれ た まま続けられて い る。プ レ プ リン トも YITPIK （北白川）と YITP ！u （宇治）の 2 つ

の シ リーズ として 出版 され 、 平成 6 （1994）年 10月までに前者が 211編 、 後者が 176編出版 された 。

　　最後に部門構成の問題が ある 。 合併の 際に出された固有部門新設の概算要求は実現しなか っ た 。 基

研創設以後、物理学の分野の 共同利用研究所 として、昭和 30年に原子核研究所 、昭和 32年に物性研究

所 、 昭和 46 年に 高エ ネ ル ギ ー物理学研究所が設立され て お り、
こ れらの研究所はすべ て 理論部門を有し

て い る 。 それ らは分野ごとに 比べ る な ら基研 よ りは る か に 大 きい 。そ の よ うな中で 基研の 固有部 門が 存

在する意義は、素粒子 、原子核、物性 、 宇宙とい う理論物理学の諸分野が 1 つ の研究所 として存在し 、 分

野 の 壁 を こえて協力 しあ うこ との で きる体制に ある こ とで ある 。 こ の よ うな基研 の 特色 を組織の 面 で も

より明瞭にする た め 、 現在大部門制へ の 移行が検討 され て お り、 平成 8 年度の概算要求へ 向けて具体 案

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 串 串

づ くりが 始め られ て い る 。

第8節　図書室 ・
研究情報セ ン ター

　　 第 1 項　図書室

　　図書と雑誌は基研に と っ て最 も重要な 「研究設備 」で あ り 、 創設以来 、 そ の 整備に は 重点的に と り

組ん で きた 。

　　昭和 27 （1952）年 、 湯川記念館が創設 され る と、湯用が創刊 した学術雑誌
“Progress　of 　Theoretical

Physics　”

（第 9 節〉の 編集 と刊行は 記念館 で行わ れ る こ とに な り、それ と と もに記念館が こ れ を買 い 上

げ 、 他の研究機関に送 っ て 雑誌の 交換を行っ た 。 外国の学術雑誌の 入手が困難で あっ た当時 として は、こ

うし て 記念館に届い た雑誌は
、 全国の研究者に とっ て貴重な情報源とな っ た 。

　　基研の 発足後、図書室の 整備は順調に進められた 。 1960年代に入る と、学術雑誌 の 出版状 況 に 大 き

な変化が現れ た 。 物理学の 各分野が専門化して い くの に伴 い 、戦前か らの 歴史の ある雑誌に加えて 、専

門分野別の 国際的な学術雑誌が 数多 く出版 され る ように な っ た の で ある 。 こ れ ら の 雑誌は多 くが外国の

出版社か ら出 され て い て 購読料が高 く、 その購入は各大学の物理学教室、研究室にと っ て大 きな負担 と

＊ 1997 年 1 月に は汎用計算機の 導入が 予定 され て い る。
＊＊ 平成 8 年度末 に 時限が 到来する 「非線形物理 学 」部 門 の 新 部 門へ の 改組

・
転換は 実現の 見込み で ある が 、定員

　 増を含む全部門改組につ い て は まだ見通 しが つ い て い ない 。

一 224 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Bussei Kenkyu

NII-Electronic Library Service

Bussei 　 Kenkyu

「基礎物理学研究所の 歴史」

なっ た。 その ような中で 、基研図書室は 基礎物理学を中心とする広い 分野 の 学術雑誌の 整備に務め た 。

　　平成 2 （1990＞年、理論研 との 合併がなされ ると、広島大学の 好意に より、 理論研図書室の蔵書 28
，
971

冊 、 雑誌 273種は すべ て京都大学に移管され た 。 こ れ らの 図書、雑誌は宇治の 基研 図書室分室 に置かれ、

主 として 宇治所員に利用 され て い るが 、 平成 7 （1995）年に 新庁舎が竣工 し 、 図書室も合併する と、蔵

書は さらに充実す る 。 図書にはか な りの 重複はあると思われるが 、 平成 6 （1994）年 3 月現在 、 総蔵書

数 71
，
944冊 、雑誌は 361種で あ る 。

　　第 2 項 研 究情報セ ン ター

　　基研 は創設以 来、全 国の 理論物理学研究者の ため の 情報セ ン ターとして の 役割を重要な活動の ひ と

つ と して きた 。 理論物理学、とくに高 エ ネ ル ギ
ー
物理学の 分野で は 、 研究発表の形態 として 、 論文を学

術雑誌に掲載され る前に 「プ レ プ リン ト」として 関係の 深い 研究者や研究機関に配布する方法が 世界的

に 広 く行われ て きた 。
こ の た め 、 研究者は 最新の ブ レプ リン ト情報の入手と配布に 工夫を凝らして きた 。

情報セ ン ター
の 活動形態は、プ レ プ リ ン ト情報の伝達手段 の 変化に対応して変わ っ て きたとい っ て よく、

そ の 42年間の発展は大まか に次の 4 つ の 時代に分けることが で きる 。

　　第 1期は 1953 年か ら 1978年の 「紙の 時代」とで もい うべ き時代 、 第 2 期は 1979年か ら 1988年の

計算機 とそれに よるデ ータ ベ ース の時代、第3 期は 1989年か ら 1993 年の ネッ トワ
ー

ク の 時代、そして

1994年は マ ル チ メ デ ィ ア時代の幕開け とい えよう。 以下 に 、 基研が情報セ ン タ
ー

として 果た して きた役

割を時代を追 っ て眺め てみた い
。

1．紙の 時代 （1953年〜1978年）

　　基研創設 の 頃は 、現在の ように学術雑誌 の 購入 も容易で は なか っ た の で、新着雑誌の 目次を掲載し

た 「月報」を各地の研究機関に送 り、依頼に応じて論文 の マ イク ロ フ ィ ル ム を作成 し、そ の 複写を送る

サ
ービ ス を行 っ て い た 。 そ の 後 1956年に は 、 こ の複写事業は京大附属図書館に一括移管され、希望者は

直接そ こ に 申し込 む制度とな っ たが 、 各地 の 研究室 で雑誌が 入手しやす くな ると共に 、 使われ な くな っ

て い っ た 。

　　論文プレ プ リ ン トは 、 同じ分野 の 研究をして い る個人宛に 送 られ て くるもの と 、 研究所図書室 に送

られ て くる もの があ る 。 その 中で 特に重要 と思 われるプ レ プ リ ン トは 、複写を各研究室に 配布した 。 ま

た 、プ レ プ リン トの題名、著者名
一

覧を 「素粒子論研究」誌上 に掲載し 、 希望者には複写を送る とい う

サービ ス を行 っ た 。

　　1970年頃まで は 、国際的な研究交流は財政的にも難 し く、 国際会議やサ マ
ー

ス ク
ー

ル へ の 参加者は

数が限られて い た 。 しか し、国際会議の 数は年々 増加し て お り、 そ こ で発表 され る新しい 実験事実や優

れ た レ ビ ュ
ー

ト
ー

クに関す る情報は 、 全国の 研究者が待ち望ん で い た もの で あ っ たの で 、 こ れ らの 情報

の 収集伝達に も力 を注 い だ 。

　　世界的に は 、1970年前半 より高エ ネル ギ
ー
物理学の 分野で は、増加の

一途をたど る プ レ プ リ ン トの
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整理 、検索 の ため 、今 まで の 人手によるブ レプリン トリス ト作成に代わ っ て 、計算機 を使 っ たプレ プ リ

ン トデ ータベ ース の作成が 、 ドイツ電子シ ン ク ロ トロ ン研究所 （DESY ）とア メ リカ の ス タ ン フ ォ
ー

ド

線形加速器研究セ ン タ
ー （SLAC ）で 始め られ 、それ ぞれ の研究所で 入手したプ レ ブ リ ン トや 雑誌に掲載

され た論文 の 情報を入力し始め た 。

　　 基研 では、こ れ らの電子化の方法を取 り入れ る ため の準備を 1974年頃より始め 、 科学研究費の補

助 を得て 、独 自の デ
ー

タベ ー
ス 作成に着手した 。 そ れ と同時に 、「基礎物理学研究情報セ ン ターj 設立の

要求を同年 の 概 算要求 に 載せ て い るが 、まだ実現 して い な い
。 しか し、1978 年に 「基 礎物理学情報収集

費」の予算が認め られ たのを機に 、内部組織として 「基礎物理学研究情報セ ン ター」を発足させ た 。

2．電子化の 時代 （1979年〜 1988年）

　　こ の 約 10 年の 活動は 、大型計算機セ ン ターの情報検索シ ス テ ム （FAIRS ）を使 っ た基研独 自の デー

タベ ー
ス の作成、全国共同利用の 開始に代表され る 。 作成され たデ ータ ベ ース に は 、 少な くともプ レ プ

リン トの 題 目、著者名、所属機関、頁数、プ レ プ リン ト番号 、 発表雑誌名等が デ ータ として入力され て

お り、種 々 の 項 目で の 検索が可能 とな っ て い る 。 デ ータベ ース によっ て は、さらにプレプ リ ン ト所蔵情

報 、 キ ーワ ード等の詳 しい デ ータ を入力して い る もの もあ る 。 利用者 は 、各地 の 研究室 の 計算機端末 を

使 っ て種 々 の 検索を行 い
、 さらに 詳し く読み た い プ レ プ リン トが あれ ば直接著者に 請求した り、所蔵情

報に よ り近くの研究室で 借 りるなどの こ とが可能に な っ た 。 従来の プ レ プ リン トの作成 、配布 、 収集の

活動に加えて 、 新た に作成 ・公開された デ ータ ベ ース は 、 以下 に示す DESY 、　CONPHYS 、　RJFP の 3

種類で ある 。

　 （1）DESY デ ータベ ー
ス

　　　 1979年か ら 1992年の 間運用 された 。 デ ータ は、DESY で作成された デ ータベ ース の 内容を磁気

　　　 テ
ー

プに落 として 送 られて きた もの で ある 。 それを大型計算セ ン ターの EAIRS 上で使える ように

　　　 改良して 運用 した 。 内容は 、世界 の 高エ ネル ギ ー物理学関連の プ レ プ リ ン ト、お よび学術雑誌に

　　　掲載され た論文情報の デ
ー

タベ ース である 。
こ こ では、先に挙げた検索項目に加えて、キ

ー
ワ
ー

　　　 ドに よる検索も可能で ある 。 1992年になっ て 、世界各地 の研究機関の協力によ りネ ッ トワーク化

　　　 され たデ ータ ベ ース HEP の 運用が軌道に乗 り、運用 を終了した。

　 （2）CONPHYS データベ ース

　　　 1982年か ら運用を開始 した。 世界各地で国際会議が開催されるよ うにな り、 定期的な もの 、 不定

　　　 期 な もの 、小 さい もの か ら大規模な もの まで 、その 数 は年間数百 に 達する よ うに な っ た 。 それ に

　　　 応 じて会議録 も増加し、そ の 出版形態も発行方法 も千差万別であ り、市販され て い ない もの もあ

　　　 るとい う状況の なかで、会議録の デ
ー

タベ ー
ス の 作成の 発案が なされ た 。 最初の 数年は科学研 究

　　　 費の 援助 を得、1986年に は校費として 予算が認め られ、毎年デ
ー

タの 追加更新が な され た 。 こ の

　　　 デ
ータ ベ ース に は 、

一般の 図書とは違 っ て書名 、 編者の項 目の他に 、 会議開催年 、 開催場所 、 個々
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　 の 論文の 情報 も検索で きるように入力されて い る 。 現在で も利用は可能だが 、デ ータの 更新は 、

　 通信 ネ ッ トワーク の発展に よっ て 「Book」に関す るその 他 の デ
ー

タベ
ー

ス へ の アクセ ス が容易に

　　な り、1989年を最後として い る 。

（3）RJFP デ
ー

タベ ー
ス

　　基研 に 送 られ て きた素粒子
・
原子核 ・

天体核物理学関連の プ レプ リ ン トデ
ー

タ ベ
ー

ス で あ り、1984

　　年か ら 1992年の 間運用 された 。

3．ネ ッ トワ
ー

クの 時代 （1989 年 〜 1993 年）

　　 1980 年代後半に な る と、研究情報の 交換に ネ ッ トワ ーク を介した電子メ
ー

ル に よる方法が使われ る

ようにな り、全世界が瞬時に して 情報交換の 可能な時代に な っ た 。 情報伝達手段の 画期的な進歩である 。

基研 で も 1989 年に 、新し い 計算機を導入 し て BITNET の ノードを持つ こ とに な り、国内 の 理論物理学

関係 の 研究者は基研に ID（IDentity）を申請すれば、全世界の 研究者 との メ ール の交換が可能に な っ た 。

こ の ノード マ シ ン は 、 電子メール の発信受信だけで は な く、 各種情報 、 た とえば京大並び に周辺大学の

セ ミ ナ ー案 内、世界の国際会議 、 全 国の 人事公募 、 基研滞在者等の情報を 、 ネ ッ トワ ーク を使 っ て全国

各地か ら得る こ とが可能な 「リ ス トサ ーバ ー」の役割を担 っ て い る 。 し か し、こ の ノード マ シ ン の 果 た

して い るもう 1 つ の 大きな役割は 、 ネ ッ トワ
ークを利用 して国際的協力の もとに運営されて い るデ

ー
タ

ベ ース HEP の 運用に ある 。

　　通信ネ ッ トワ ークが 張られ る 以前は、プ レ プ リ ン トの 整理は 各研究機関で 独 自に行わ れ て い た 。 小

さい 研究機関の場合は 、 プ レ プ リ ン トリス トを手で作る 、 ある い はパ ソ コ ン の デ
ータベ ース ソ フ トを使っ

て 作る とい っ た方法が とられ て お り、 大きい 研究機関で も 、 少し大きな デ ータ ベ ース を使 っ て プ レ プ リ

ン トを整理す るとい っ たよ うに 、その方法に本質的な差はなか っ た 。 こ の 時代の は じめ 、高 エ ネル ギ
ー

物理学お よび周辺分野 の デ
ータ ベ ース としては 、SLAC で作成されて い る HEP が世界的に

一
番大きな

もの で あ っ た 。 こ の デ ータ ベ ー
ス は 、DESY の デ ータ と結合され て い るため 、 プ レ プ リ ン トお よびその

プ レ プ リン トが どの雑誌に掲載され て い るか とい う情報も持 っ て お り、 さらに通常の検索項目に加えて 、

キ
ー

ワ ード検索や 、 雑誌掲載の 論文につ い て は、その 論文がど こ で 引用され て い る か の情報 も入力され

て い る 。

　　1990年、 関連の 共同利用研究機関は、ネ ッ トワ
ー

クを介して こ の デ ータベ ース の 入力を分担し、共

同で世界的なデータベ ース の維持管理運営を始めた 。 入力プレプ リン ト数は、1974年に は約 3300篇だっ

た が 、1985年に はそ の L5 倍 、 1993年に は 2．3 倍 の 7800篇に な っ た 。 基研の 分担は 、 1ヵ 月平均約 50編

の 理論物理学関係の 日本の プ レ プ リン トの 入力で ある 。 同様に して世界各地か ら更新され たデ
ー

タが夜

の 内に交換され 、 デ ータベ ー
ス が 自動的に書き換えられ る シ ス テ ム にな り、日本で HEP デ

ー
タベ

ー
ス の

最新版が い つ で も利用 で きる こ と にな っ た 。 国内で は 、 基研ならびに 全国 20以上 の 各研究機関が 、 こ の

デ
ー

タベ
ー

ス に入力 され て い るプレ プ リン トに各自の研究室の所蔵情報を つ け加 え、そ の 所在をすぐ知
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る こ とが で きる ように して い る 。
こ れ に よ っ て 、研究者は 最新の プ レ プ リ ン ト情報を世界的に 「同時刻」

に入手する こ とが可能に な っ て い る 。

4．マ ル チ メデ ィ ア時代の幕開け （1994年〜 〉

　　 こ の 数年 の ネ ッ トワ
ー

クの 発展に加え て 、 プ レ プ リ ン ト作成 の ため の 共通 の ソ フ トウ ェ ア
ーTEX の

存在によ り、更に情報伝達の 方法は大 きく変わ りつ つ ある。作成 されたプレプ リン トは 、本文は もとよ

り添付の図 も含め て その フ ァ イル を直接電子的に 、世界の 数 ヵ 所にあるプ レプ リン トサ
ーバ ー

に送 る こ

とが可能にな り、全世界的に こ の 方法を採用する ように な っ た 。 今まで は 、 データベ ース で論文を検索し

て 著者 に プ レ プ リン ト を請求す る 方式を採 っ て い た が 、今や論文を丸ご とプ レ プ リ ン トサ ーバ ーに 送 る

こ とに よ っ て 、プ レ プ リ ン ト自身は 送る必要が な くな っ て きた 。 読み た い プ レ プ リ ン トは ネ ッ トワ
ー

ク

を介して各 自の計算機に取 り込み 、 画面で ある程度読ん で か ら 、 ある い は図を見て か ら必要があれ ば印

刷す れ ば よ くな っ たの で あ る 。また、ネ ッ トワ
ー

ク 上 で 使え る メ ニ ュ ・・一方式の ソ フ トウ エ ア 開発 もな さ

れ 、計算機に 関す る難解 な コ マ ン ドを覚える こ とな く、ボ タ ン ク リ ッ ク方式で読み た い プ レ プ リ ン トを

得 る こ とが で きる よ うに な っ て きて い る 。 基研 で は 、ア メ リカ の ロ ス ア ラ モ ス 国立研究所や イ タ リ ア の

国際高等研究所等で 維持 ・管理 され て い る プ レ プ リ ン トサ ーバ ーと連係し、基研プ レ プ リン トサ
ー

バ
ー

を運用して 国内の サービ ス に供して い る。

　　今や 、 全世界ど こ に い て も同 じ研究情報の 環境 の なかで研究は進められ るように な っ て きた とい え

よう。

第 9節　出版事業

　　基研が係 わ っ て い る重要な事業の ひ とつ に 学術雑誌 の 出版 があ る 。 出版 を直接担当し て い る 「理論

物理学刊行会」は 基研 に属する組織で は ない が 、基研 も深 く係わ っ て い る重要な活動なの で 、こ こ で そ

の 沿革を述べ たい
。

　　第 1 項 Progress　of 　Theoret 童cal 　Physics

　　戦前、理論物理学の 論文は 主 として 日本数学物理学会の
“Proceedings　of　the　PhysicbMathematical

Society　of　Japan　
”
や r理化学研究所彙報」など に発表され 、こ れ らが 世界 的に か な りの サ ーキ ュ レ ー

シ ョ ン をもっ てい た 。 湯 川 の 中間子論の論文 も前者に発表され て い る 。 戦争の 末期 、こ れ らの雑誌はす

べ て 休刊 とな り、大学 の 紀要もほ とんど出せ ない 状態となっ た 。 敗戦をむかえたと き、外国との学術交

流は まっ た く途絶 えて い た。日本物理学会が 欧文機関誌の 発刊に こ ぎつ けるの は 昭和 22 （1947）年 4 月

の こ とで ある 。

　　京都大 学物 理 学教室で は 湯川 を 中心 に 、日本に お け る 理論物理学の成果 を外国に紹介す るために、
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欧文の 学術雑誌を出すこ との必要性が話 しあわ れ て い た 。
こ の 頃 、 大阪の 老舗の 出版社秋田屋が京都に

出張所 をお き、文学書 、 科学書 、 雑誌などを出版する計画 をた て た 。 秋 田屋 の 編集者八 束清か ら相談を

受けた湯川は 、 欧文の 学術雑誌の刊行を提案し 、 八 束は その 意義に共鳴して利潤を度外視 して 協力する

こ とを決意し 、 秋田屋本社もこ れ を了承 した 。 出版の 立案と企画に は 、 湯川の委嘱 に よ り物理学教箋教

授 の 荒木源太郎 と小林稔が当た り、 翌昭和 21 （1946）年 7月、“Progress　of　Theoretical　Physics　”

（理論

物理学の進歩）の 第 1巻第 1号の 出版に こぎつ けた 。 当初の計画は 、毎号 32 頁程度 、 年 4 回 500部発行

（定価 8 円）とい うもの であ っ た。

　　編集者 （Editor）に は湯川が 当た っ たが 、こ の 雑誌は全国の 理論物理学研究者の もの だ とする考え

か ら、Associate　Editorsとして 、 伏見康治 （阪大）、 小谷正雄 （東大）、 坂田昌
一

（名大）、 朝永振一郎

（東京文理大）が 編集に協力し 、 後に 日本物理学会委員長 として武藤俊之助 （東大）、 ma 　Laging 　editor と

して小林稔 （京大）が加わ っ た 。

　　2 号の 冒頭には朝永の論文 、

‘On　a　RelativiStcally　lnvariant　Formulation　of 　the　Quantum　Theory

of　Wave 　Fields．1 ’

が掲載され て い る 。 こ れ は朝永が昭和 18 （1943）年 6 月 、 理化学研究所彙報第 22 輯

第 6 号に和文で発表した もの の 英訳 で ある 。 朝永の 「超多時間理論」は こ れ に よ っ て 世界に知ら れ る こ

と に な り、こ れ に続 くくりこ み 理論の 一
連 の 仕事が朝永の ノーベ ル賞受賞 （1965年）の 対 象になるの で

ある 。

　　昭和 23 （1948）年 、 湯川が プ リン ス トン の 高等研究所に招か れ て 渡米すると、小林が 同じ物理学教

室の 井上健の 協力を得て刊行を続けた 。 創刊以来、秋 田屋 の 全面的な協力に より刊行を続け た Progress

で あ っ たが 、湯川渡米の 翌昭和 24 （1949）年、苦難の 時代を迎えるこ とに な る 。 秋田屋 が 経営不振に お

ち入 っ て京都出張所を閉鎖する こ とにな り、 Progressの刊行を辞退したの であ る。
こ の ため 、 京大物理

学教室内に 「理論物理学刊行会」をお き、小林を中心に こ こ で 刊行を続ける こ とにな っ た 。

　　Progressの 定期刊行を続ける こ とは 困難をきわめた 。 困難の 第 1 は財政 的な基礎が な い こ とで あ っ

た。そ の 中 で 広大理論研所長三村 の 助力で 文部省か ら補助が得られ、また湯川の 依頼に よ っ て個人的な

寄付 も寄せ られた 。 科学研究所社長仁科芳雄は 、 同社の 海外交換用として 毎号 200部の購入を約束した 。

　印刷所 （日本写真印刷）は まだ戦後の混乱期にあ り、 用紙の 入手 も難しか っ た 。 国策パ ル プ杜長島村

芳三 、同重役水野成夫が Progress刊行の意義を理解し 、 かな りの期間用紙を無償で供与 した 。

　　こ うして 、 小林 らの 努力と周囲の協力に よっ て 、Progressの刊行は続けられ、次第に発展して い っ

た の で ある。投稿論文数 も増し た 。 第 1巻 （1946年〉は 4冊で論文数 12、 総頁数 150で あ っ た もの が 、

第 5巻 （1950年）で は 6 冊、論文数 78、レ ターta　76、総頁数 1067に増加して い る 。 発行部数も海外か

ら の 予 約な ど に よ っ て 増大 し、第 5巻 （1950年）に は 1200部に達 した 。

　　昭和 27 （1952）年、湯川記念館が発足すると、Progressの刊行は記念館の 事業の ひ とつ として 行わ

れ る こ とに な り、 刊行会は物理学教室か ら記念館に移され た 。 また、記念館が 海外交換用 と して 400 部

購入す るこ とに なり、刊行会は財政 的に も安定して きて 、
こ の 年に は 待望 の 月刊が実現した 。
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　　昭和 28 （1953）年、基研が発足した 。
こ れか ら、雑誌の 編集に は 基研が 中心 に な っ て 当た り、刊行

は 刊行会が 行うこ ととな っ た。 刊行会は規程をつ くっ て 、湯川 を理事長、小林、井上 らを理事 とする経

営体制 を整え、学内団体として大学 にも届 け出た 。 編集体制の整備は昭和 29 （1954）年基研教授 とな っ

た木庭二 郎を中心 に進め られ た 。 基研所員 を中心 とし近傍の大学の 人たち の協力を得て 編 集委員会をつ

くり、これが隔週程度会議を開い て レ フ ェ リ
ーを決め 、

レ フ ェ リ
ー

の 報告に 基 づ い て 掲載の 可否を決 め

る 、 とい う編集体制は こ の ときに つ くられ、現在に至 っ て い る 。

　　Progressの 刊 行が始まっ て 間もな く、 総合報告等を集録した姉妹誌の刊行が話題 とな っ たが 、本誌の

みの 刊行 も容易でな い 状況では、そ の 実現は 不可能で あ っ た 。 しか し、基研の発足後 、 刊行会は経済的に

も余裕が 出て きたの で 、 昭和 30 （1955 ）年に な っ て 、 それが
“Supplement　to　the　Progress　of 　Theoretical

Physics
”

の 刊行 と して 実現 し た 。　Editorは小谷正雄、朝永振
一

郎、湯川秀樹で あ る 。 そ の No．1 （1955）

は
“Meson　Theory　I

”
どして 、湯川 らの戦前の 既発表論文の論文集が 出された 。 序文は朝永が書 い て い

る 。 その 後 、 Supplementは特定の 課題 に つ い て の 総合報告、基研 の 主催する 国際会議の会議録など 、 種 々

の 内容の もの として 、年 4 回程度の ペ
ー

ス で刊行を続けて い る 。

　　 創刊以後 、 編集者で あ り理事長であ る湯 川を中心 に編集と刊行を続けて きたが 、昭和 56 （1981）年

の湯川 の 死去に よ り、 その 体制の 変更 を迫 られ る こ とに な っ た 。 そ こ で 刊行会の 規約を改正 し 、 基研の

運営委員に刊行会評議員を委嘱し、評議員会で 選出され た 理事に よ る経営、理事会の委嘱 した編集委員

会による編集 とい う体制 に移行した。

　　 Progressは間もな く創刊 50 年を迎 える 。 こ の 間 、 平成 6 （1994）年 6 月で 91 巻まで が刊行され 、

本誌の掲載総論文数 8494、 レ タ
ー数 4091に達して い る 。 Supplementは 同年 10月まで に 116号が刊行

され て い る。発行部数は約 1700 、うち約 720が海外に送られ て い る 。こ れ まで の 掲載論文の 中 に は 、朝

永振一郎 らの くりこ み理論関係の
一

連の論文 （1〜 2巻 、 1946〜 7 年）をはじめ 、 同じ朝永の 1 次元多体

問題 の論文 （5巻、1950年）、 新しく発見された 「奇妙な」素粒子の 性質を新しい 量子数を導入する こ と

によ っ て解明した中野董夫 ・西島和彦の 論文 （10巻、1953年）、後に 「松原グ リ
ー

ン 関数」とよばれる

こ とに な っ た場の 理論的方法を統計力学に導入 した松原武生 の論文 （14巻 、 1955年）、 ある種の 希薄合

金に見られ る電気抵抗極小の現象を、後に 「近藤効果」とよばれるようになっ た多体効果 として解明し

た近藤淳の 論文 （32巻 、 1964年）、 クオ
ー

クに 3 世代が ある こ とを予言し、そ の性質を解明 した小林誠 ・

益川敏英の論文 （覗 巻 、 1970年）等 、 数多 くの著名な論文が含まれ て い る 。

　　 しか し、こ の 間、刊行事業がすべ て順調で あっ たわけで はない
。 1970年代 、 投稿論文が急増し 、 1972

年に は本誌 の 総頁数が 4604頁に達した 。 こ の こ とは 、 刊行会に大きな経済的負担を負わせ る こ とに な っ

た。 他方 、 1980年代に 入ると 、 外国の 出版社か ら分野別の 国際学術雑誌の刊行があ い つ ぎ、それ らの雑

誌が投稿を無料に した こ ともあっ て 、 日本の論文がそれ らの雑誌に投稿され る傾向が 目立 っ て い る 。 こ

の ような中で 日本で 学術雑誌の 刊行を続ける こ との 意義が もう
一
度確認 され る必要が ある 。
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　　第 2 項 素粒子論研究

　　 『素粒子論研究亅は 、研究者が 自由 に研究や意見 を発表する こ とを目的とした素粒子論グ ル ープの

機関誌で ある。1素粒子論研究亅は、昭和 23 （1948）年 10 月 、 東京大学物理学教室の 中村誠太郎、木庭

二 郎らの 努力に よ り、日本物理学会の 素粒子論分科に お ける講演の予稿集として 刊行された もの が最初

で ある 。 2号に は
、 論文の ほ か 、当時重要 な 情報源 で あ っ た海外か らの 手紙が掲載され て い る 。 そ の 中に

は 、 プ リン ス トン の高等研究所長であ っ たオ ッ ペ ンハ イマ ーか ら朝永にあ て た、朝永か ら送られ た論文

で朝永の仕事を知 り、“Physical　Review’
”
に要約を投稿する ようにすすめた電報 （1948年 4 月 14 日付）、

朝永 ・シ ュ ウ イン ガ ー理論で もち きりの プ リ ン ス ト ン の 様子 を知らせ る 湯川か ら朝永あて の 手紙 （同年

10 月 15 日付）などが見 られ る 。

　　 r素粒子論研究亅 は こ の よ うな形で 不定期に 4 号まで 出た あ と、昭和 24 （1949）年か ら 日本物理学

会発行の 形に な り、編集は東大と京大 （井上健）が交代で 担当し、その後神戸大 （谷川安孝）、 名大 （梅

沢博臣）、大阪市大 （山ロ 嘉夫）らが もち回 りで編集に当た っ た 。 昭和 27 （1952）年 、 湯川記念館が発

足 す ると、編 集刊行は 記念館が担当する こ とに な 6た 。 その 後 、 基研所員が 編集を引 き継ぎ、刊行 の 実

務 は 理論物理 学刊行会が行 うとい う形に 落着き、現在に 至っ て い る 。 平成 6 （1994）年現在 、 85巻 まで

刊行がすすみ、発行部数 は約 600部で ある 。 投稿論文の ほ か 、 研究体制等に関する意見 、 研究情報 、 基

研 で 開か れ た研究会の 報告等が掲載され て い る 。

　　第 3 項　物性研究

　　 「物性研究亅は 、物性研究者間の 情報交換を目的として 昭和 38 （1963）年 10月、基研で 創刊 され た 。

「物性研究』には長い 前史がある 。 「物性研究i の前身であ る 「物性論研究」は、戦 中の 昭和 18 （1943）

年 、 大阪帝国大学の永宮健夫が 中心 とな っ て 、 物性論懇談会編輯 、 文進堂発行の 形で創刊 された 。 第 1

号に は、「物性論誌上 懇談会の発行に つ い て 」として 、物性論硬究者の有志が集まっ て 「物性論懇談会」

を作 り、 講演会を開催 した 。 しか し 、 会合だけで その 目的を達成する こ とは困難なの で 、

　　　 その 補ひ として 、 又時節柄印刷物の發行の後れ勝ちなため研究の 連絡が後れ るの を救ふ 爲 、 今般

　　　「誌上懇談會」を設け ました。こ れは研究者同志 の 問の 内輪な雑誌で あ りまして 、 研究者各位に研

　　　究の 成果豫稿、討論 、綜合報告、そ の 他何 によらず物性論を盛 んにする様な種類 の 原稿を氣輕 に

　　　投稿して 頂き、研究の 連絡、促進に役立てたい の で あ ります 。

と述 べ て い る 。 こ の雑誌は 4 号 （昭和 19 年 5 月）まで 続き、戦争 の 激化に よ り出版が不可能 となっ て 休

刊した 。

　　 「物性論研究亅は 昭和 22 （1947）年 6月、東京大学物理学教室物性論研究グ ル
ープ編輯 として 復刊

された。「復刊につ い て 」には r戦後 2 年をへ た今 日、尚学会雑誌の発行は意に任せず、しか も我が国の

研究の 速やか な回復 は 刻下 の 急務 で ある 。 」とし 、 こ の ような雑誌の刊行は きわ め て 困難な状況で はある

が 、 「何よ りも 「必要」が こ の 復刊 を要求して い る」と述べ て い る 。 東大で 12 号 （1948年 9月）まで刊
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行されたが、そ のあと 13号 （1949年2月〉か ら再び大阪大学に引き継がれ 、 永宮研究室で 月刊で 出版が

続けられ た 。 さらに こ れが 1957年 4 月か ら京都大学物理学教室に引き継がれ 、 r物性論研 究、2集亅（月

刊）として 冨田和久を中心に編集され 、 吉岡書店か ら発行され た。 こ れが 1962年 5 月で 11巻 5 号まで

出して廃刊 する こ とにな る。廃刊の 理由は投稿が 減少した こ とであ っ た 。

　　 「物性論研究亅は上記の 発刊の趣旨に も述べ られ て い るように 、 投稿論文だけで なく、討論、総合

報告など 、さまざまな情報の 掲載 を意図して 出発したが 、 実際の 雑誌に は投稿論文の みが掲載され て い

る。こ れに対 し、和文に よる成果の発表は英文に よる発表を遅らし、む しろ有害で ある 、とす る 批判が

寄せ られ る ように なっ た 。 r物性論研究亅廃刊の あと 、 昭和 38 （1963＞年 10月基研で碓井恒丸らによ っ

て 「物性研究』を創刊した とき、 意図した もの は f物性論研究」の初心に帰る こ とであ っ た。

　　その 後、「物性研究亅の 編集は基研所員 を中心 とす る編集委員会に 引き継がれ 、刊行 の 実務は 「理論

物理学刊行会」が担当す る、とい う形で現在に 至 っ て い る 。 平成 6 （1994）年末現在第 62巻 まで刊行さ

れ て お り、発行部数は 400 で あ る。 内容は
、 初期に は投稿論文が大部分を占め てい たが 、 講義ノー

ト、 海

外だ よ りなども掲載され 、最近で は基研で行われ る研究会の報告が主 な内容に な っ て い る 。

第 10節　湯川記念財団

　　基研 とは 独立な組織で あ るが 、長 く基研 の 研究活動を支援して きた湯川記念財団 に つ い て 、そ の 沿

革 を紹介したい 。

　　昭和 28 （1953 ）年、帰国 して 基研所長 とな っ た湯川 秀樹は 、少な い 所員、乏 しい 研究費 とい う厳し

い 条件の もとで研究を始めなければならなか っ た 。 京都
一

中、三高で 湯川 と同級だっ た湯浅祐
一

（湯浅

電池株式会社社長）は 、 親友の研究を支援 した い と考え、鳥養利三郎 （元京大総長 、 昭和 26 年退官）、

汐見三郎 （京大名誉教授）、長谷川万吉 （京大理学部）、石川芳次郎 （京福電鉄社長）、 大原総一郎 （倉敷

レ イ ヨ ン 社長 ）、 奥山市三 （松竹専務）、 鈴木庸輔 （島津製作所社長 ）、坂 内義雄 （目本繊維社長）、下中

弥三郎 （平凡社社長）と諮 っ て 財団の設立を計画 した 。 昭和 30 （1955）年 3 月に は 、世話人会が財団寄

付行為の 案を作成し、大蔵大臣か ら寄付金免税措置 の 許可 を受け た
。

　　つ い で 同年 6月、東京丸ノ内工業倶楽部に お い て 、大蔵大臣
一

万 田 尚登ほ かを設立発起人代表と し

て 、 財団設立準備会を開催し 、 集 っ た全国 130社の 人び とに財団へ の協力を よびかけた 。

　　こ うして広 く各界へ 向っ て募金 （1口 2000円）が 始め られ 、昭和 31 （1956）年 3 月に は 2
，560万円

の募金が集 まっ た 。 募金に は 企業か らの大口 の 寄付の ほか 、多数の 個人か ら小 口 の寄付 も寄せ ら れ て い

る 。
こ れ に より財団申請の 手続 きを と り、同年 4 月 5 日文部大臣か ら認可 されるに至 っ た。 財団寄付行

為に は 、その 目的を 「理論物理学を主体 とする基礎科学の研究を援助促進し、そ の 進歩発展を図り、もっ

て 世界文化 に貢献す る こ と」と規定して い る 。
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　　理事長に ははじめ、鳥養利三郎が就任したが 、昭和 49 （1974 ）年 、 湯浅祐
一

が こ れに替わ っ た 。 以

来 、 湯浅は平成 6年に死去する まで理事長として財団に 貢献した 。 湯浅死去の の ちは 、 元京大総長沢田

敏男が就任して今日に至 っ て い る。

　　財団は基本金 2000万円で 出発したが 、資金 の不足か ら、事業の継続は維持会員や万博記念協会か ら

の 寄付に頼 らねばな らなか っ た 。 そこ で 、昭和 55 （1980）年、基本金充実の ため の 「湯川記念財団設立

25 周 年記念募金」を実施 し た 。 こ うして 、平成 3 （1991）年に は 、 基本金 3億円が得 られ 、基本財産か

らの 収益金に よっ て事業を継続す る体制がひ とまず整 っ たの である。

　　財団 の 事業の 中で 最 も大きな もの は 、若手研究者の助成で ある 。 財団は 昭和 32 （1957）年か ら毎年、

学位取得後ポ ス トが得られなか っ た若手研究者を湯川奨学生 （の ちに湯川奨学研究員）と し て 採用し 、 基

研に お い て研究を行 うた め の 奨学金 （当初月額 5000 円、 平成 6年現在月額 156，000円）を支給 した 。 こ

の制度は 日本学術振興会が 奨励研究員制度を実施する昭和 34 （1959）年よ り以前か ら 、 い わゆ るポ ス ト

ドクトラ ル フ ェ ロ ーシ ッ プを実施した もの であ り、 その 意義は きわめて大 きV  この制度に よる助成を

受けた研究者は 平成 6年まで に 114名に 達 し、そ の多 くは そ の後大学の 教員等となっ て 、活躍 して い る 。

留学生が湯川奨学生とな っ た後帰国し 、 母国の 大学で活躍して い る人たちもい る 。

　　財団は また、昭和 53 （1978）年か ら基研が主催して 開催して い る国際会議 「京都サ マ ー・イン ス テ ィ

テ ユ
ート」、 「湯川京都国際セ ミナー」（第 4節）の援助を続けて い る 。

　　昭和 30 （1955）年、財 団設立世話人会は 平凡社社長か ら左京区北 白川小倉町 にある家屋 の 寄付 をう

け 、 こ れを基研 に共同利用研究者用の宿舎として 供し、の ち昭和 44 （1969）年、建てか えの ため これ を

国へ 寄付した 。 こ の 白川学舎に つ い て は第 2節で述 べ た 。

　　昭和 56 （1981）年の 湯川の 死後、湯川 と京都一
中の 同窓生 で あ っ た彫刻家菊池一

雄は 、 湯川 の胸像

製作 を構想 した が 、同 60年死去した 。 財団は湯浅か ら胸像製作費として指定寄付を受け、湯川 の京都一

中の 後輩で あ る彫刻家山本格二 （京都市立芸術大学名誉教授）に製作 を依頼 した 。 胸像は基研湯川記念

館前 の 木立 の 中に 設置され 、昭和 61 （1986 ）年 12 月 11 日除幕式が行われ た 。

　　平成 4 年頃か ら不況に よ る利率低下 の ため 、基本金か らの収益に よる財団の運営は 困難にな っ て き

た 。 新た に就任した沢田理事長を中心に、こ の状況打開の ため の努力が 始め られ て い る 。
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あ とが き

　　本稿 は、基研 で こ れ まで まとめ られた要覧等文献の 記述 を主な寄 り所 とし、それ に研究部員会議事

録、京都大学評議会議事録 、 素粒子論グ ル ープ事務局報ほか の 資料を参照 して執筆した 。 理論研の 昔の

こ とに つ い て は 、 元理論研所長 の竹野兵一郎 、 上野義夫両先生 に 話 を お 聞き し 、 そ の ほ か に もい くつ か

の 不 明な点に つ い て 先輩の 諸先生方 に ご 教示 をい た だ い て い る 。 要覧にか な り詳細な沿革の記述がある

の で 、 ま とめ る の はそ う難し くある ま い と考えて 始めた の だが 、調べ て み る とい くつ か の 資料 の 記述 が

矛盾 して い て 、どれ が 正 しい の か わ か らない 一とい っ た事態に しば しば遭遇 した 。 で きる だけ正確な記

述をする ように心が けたが 、記録で確認で きな い まま推測 した部分 もある 。 誤っ た記述があれ ば ご指摘

い ただ きた い と思 う。

　　執筆に当た っ て ご協力い ただ い た竹野先生、上野先生 ほ か の先輩諸先生方 、と くに理論研関係の こ

とで ご協力をお願 い した冨田憲二 さん 、京大関係の調査を して い た だ い た基研事務室の方 々 、原稿 の 整

理 、清書 をお願 い し た秘書の 江 口優子 さん 、鶴原邦子 さん に 心からお礼 申し上げる 。

追記

　　本稿は 「素粒子論研究」93巻 6号 （1996年 9月）に 掲載され た もの に 、 「補遺」（こ の あ とに 掲載）

に述べ た よ うな若干の訂正 を行 っ た もの で ある 。
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表 4 元所員一覧 （カ ッ コ 内は転出先）

所長

湯 川　 秀樹

牧　　二 郎

匹召28．8〜 45，3

i召45．4〜 51．3

日召55．4〜 61．3

佐 藤　文 隆

西島　和彦

昭 51．4 〜 55．3

昭 61．4ev平 2．3

所 員

素粒子

川口

湯 川

木庭

山崎

片 由

磯

細

畑

跡

勵

山田

廿 日 出 茂雄 （助

梅村

牧

河原 林

北門

正昭 （助　手）昭 27．8〜 34．11 （東教大理）

秀1封（教　　授）日召28．8〜 45．3　（停 年）

二 郎 （教　授）昭 29．11〜 39．3 （ニ
ー

）レスボ
ー

ア研究所）

和 夫 （助　手）昭 29．12 〜 36．3 （福 井大工 ）

泰久 （助教授）昭 32．7〜 36．3

　　 （教 　授）昭 36．4〜 41．10 （京大工 ）

　親 （助　手）昭 32．8〜 34．11 （東教大埋 ）

吉良 （助　手）昭 33．ltV39．3 （核研）

　顕 （助 手）昭 33．4〜 36．10（京大工）

賢
一

（助　手）昭 35．4〜39．7 （金沢大理）

寛
一

（助　手）昭 36．9〜 38．6 （東工 大理）

　　　（教　授）平 2，6〜 5．3 （停年）

英二 （助教授）昭 36．11 〜 41．3 （金沢大理 ）

　　　　　手）昭 39．1〜 41 ．9 （成蹊大工 ）

　勲 （助　手）昭 40．1〜 44．3 （京大工）

二 郎 （教　授 ）昭 41．3〜 平 4，3 （停年、近畿大工）

　研 （助教授 ）昭 41．11 〜 46．9 （東大教養）

新作 （助　手）昭 42．4〜 45．3 （東大教 養）

小沼　通二 （助教授）昭 42．10〜58．3 （E 応大経済）

岩崎　洋
一

（助　手）昭 44．8〜 50，3 （東教大理）

小林　正典 （助　手）昭 45．10・v47 ．9 （岐阜大教育）

位田 　正 邦 （教　授）昭 45．12〜 54．12 （神戸大理）

牟 田　泰三 （助教授）昭 46．10 〜 57．7 〔広島大理）

福 田礼 二 郎 （助 　手）昭 47．8〜 57．3 （慶応大理 工 ）

田 島　俊彦 （助　手）昭 48．8〜49．11 （富山工 専）

植松　恒夫（助　手）昭 50．8〜 56．12 （京大教1 ）

小平　治郎 （助　手）昭 54．10〜 55．8 （広 島大理）

益川 　敏英 （教　授〉昭 55．4〜 平 2．10 （京大理 ）

青木　健
一

（助　手）昭 57．9〜 平 43 （金 沢大理）

福来　正孝 〔助教授）昭 58，4〜 平 8．5（字 宙線研）

畑　　浩之 （助　手）昭 58．8〜 6L9 （京大理）

西 島　和彦 （教　授）昭 61、4〜 平 2．3 （停年、中央大理工 ）

梁　　成吉 （助　手）昭 62．9〜 平 2．8 （高工 研）

藤川 和男 （教 授）平 2，6〜 3．9 （東大理 ）

井上 　研三 （教　授）平 4．4〜 8．3 （九大理）
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原子核

吉田　思郎 （助　手）昭 27．8〜 31．9 （核研）

丸森　寿夫 （助　手）昭 31．1〜 32．3 （九大理 ）

岩垂 純二 （助 手）昭 31．4〜36．3 （東大教養）

高木　修二 （教　授）昭 34．12〜 40．3 （阪 大 基工）

星崎　憲夫 （助　手）昭 37．4〜 41．7

　　　　　（助教授）昭 41．7rv42．2 （京大 工）

物性・生物物理

松原　武生 （教　授）昭 30，1〜 昭 35．3 （京大理 ）

豊沢 　 豊 （助 手）昭 30．3〜 30．8

　　　　　（助教授）昭 30．8〜 35．2 （東大物性研）

横田 万里夫 （助　手）昭 30．11 〜 34．3 （京大理 ）

福留　秀雄 （助教授）昭 34，7〜 40．12 （京大理）

伊豆山健 夫 （助　手）昭 34．8・V35 ．7 （東大理 〉

森　　　肇 （助教授）昭 35．4〜 40．10 （九大理）

碓井　恒 丸 （教　授）昭 36．2〜 40．11 （名大理 ）

長岡　洋介 （助　手）昭 36．4〜 41．4 （名大理 ）

　　　　　（教　授）昭 52．4・v59 ．3 （名大理）

松 田 　博 嗣 （教　授）昭 41．4〜 47。6 〔九大 理 ）

米澤富美子 （助　手）昭 41．8〜 45．4 （東工 大理）

　　　　　 （助教授）昭 51JO 〜 56．8 （慶 応大理 工 ）

宙

川

島

野

藤

宇

早

矢

中

佐

幸男 （教　授）昭 29．1〜 34．2 （名大理 ）

信男 （助教授）昭 41．9〜46．3 （京大工 ）

武宣 （助　手）昭 42．4 〜 47。3 （京大理 ）

文隆 （助教授）昭 46．11〜 49．3

　　（教 授）昭 49．4〜 60．8 （京大理）

組織助手

大槻　説 乎

水戸 喜世子

曽我見道子

寒 竹　 康江

日召31．11〜 36．2

旺召35ユ 0〜 373

昭 37．4〜40．11

臼召41．4〜 43．3

森田　正人 〔助教授）昭 37．7〜 昭 41．3 （阪大理）

玉垣 　良三 （教 　授）昭 42．10tV48．8 （京大理 ）

堀 内　　昶 （助　手）昭 45．8〜 48．4 （京大理）

松 瀬　丈浩 （助　手）昭 49．4〜 52．4 （京大理）

鈴木　敏男 （助　手）昭 53．2〜 平元．3 （愛知県立 大）

武 野　正 三 （助教授）昭 42．4〜 46．10 （京都 工繊大）

垣谷　俊 昭 （助　手）昭 45．8〜 49．8 （名大理）

川畑　有郷 （助教授）昭 47．6〜 51．4 （学 習院大理）

川崎　恭治 （教　授）昭 48．7〜 5L4 （九大理 ）

氷上　　忍 （助　手）昭 50．4〜 56．3 （東大教養）

久保　亮五 （教　授）昭 55．4〜 56．4 （慶応大理工 ）

蔵本　由紀 （教　授）昭 56．4rv60．4 （京大理）

山田　耕作 （助教授）昭 57．4〜 62，10 （京大理）

小 貫　　明 （助 教授）珊 58．1〜 平 3．3 （京大理 ）

高 山　　
一

（教　授）昭 59．8〜 平元．3 （筑波大物理）

池 田　研介 （教　授）昭 60．1〜 平 6．3 （立命館大理 工 ）

川上　則雄 （助教授）昭 64．1〜平 8．5 （阪大工 ）

須藤　　靖 （助教授）平 2．6〜 5，6 （東大理 ）

佐 々 木　節 （助教 授 ）平 2．6〜 3．3 （京大理）

片岡　 韶子

石川　 雅章

笠木　政子

登 谷 美穏 子

昭 43．4〜 50．3

0召50．4〜 51．7

日召52．4〜55．8

昭 55．9rv平 8．1 （京大理 ）
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表 5　現所員 （平成 8 年 9 月現在）

所長 長岡洋介

素粒子論 教　授

助教授

助　手

静谷謙
一、二宮正夫

稲見武夫 、 久保禮次郎 、 佐々木隆、松尾泰

上原正三 、 寺崎邦彦 、 福間將文

原子核 教　授

助教授

助　手

松井哲男

阿部恭久

松尾正之

物性 ・生物物 理 教　授

助教授

関本　謙 、 長岡洋介

古崎　昭、村瀬雅俊

宇　宙 教 　授

助教授

小玉英雄、冨田憲二 、 中村卓史

横山順一

組織助手 馬越由美 （10月着任予定〉
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文 献 ・資 料

基 研 に あ る文献 ・資料を 中心 に ま とめ た 。た だ し
＊

の もの は な い
。

A，基礎物理学研究所関係

1）運営委員会 ・研究部員会議議事録

　　1955 年 3 月に開催した 会議以降の もの が残 っ て い る。初期の もの は素粒子論グル
ープ事務局掲載の 報告。

2）基研案内　（1958年 3 月 ）

　　小林稔、早川幸男、木庭 二 郎、松原 武生 らが 分担 して、沿革 と現状 を執筆して い る。初期の状 況 の わか

　　る もっ と も古 い 資料 。

3）京都大学基礎物理 学研究所 1953 〜 1968

　　創立 15周年 に 際 して ま とめ られ た 15 年間の 研究活動 の 記録 。

4）京都大学基礎物理学研究所 1975

　　1969 〜 75 年の 記 録。

5）京都大学基礎物理学研究所 1953 〜 1978

　　創立 25 周年に まとめ られ た 25 年間の 研究活動 の 記録。

6）京都大学基礎物理学研究所要覧

　　　1980　　　　 （1978 〜 80 年の 記録）

　　　1981　　　　　 （1981 年 の 記録）

　　　 1982 〜 1984 （1982 〜 84 年の 記録）

　　　 1985〜 1987 （1985 〜 87 年の 記録）

　　　 1992　　　　　 （1988 〜 92 年の 記録、統合後最初の 要覧）

　　　1995　　　　 （1993 〜 94 年の記録）

7）自己点検 ・評価報告書 （平成 7 年 3 月）

　　1990 〜 95年の 主 として所内研究活動の 報告 。 創設以来の 人事交流等の まとめ を含 む 。

8＞基礎物理学の進展　（1969年 9月）

　　1968 年 10 月に 開かれ た 15周年 シ ン ポ ジ ウ ム の 記録 。

9）基礎物理学の展望　（1973年 12 月）

　　1973 年 10 月に 開催 され た 20 周年 シ ン ポ ジ ウ ム の 記録 。

10）基礎物理学 の 展望 1978 （1979年 3 月）

　　1978 年 11 月 に 開 催 され た 25周年記念式典 とシ ン ポ ジ ウ ム の 記 録 。
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11）基研シ ン ポジウ ム 基礎物理学研究所の 将来と物理学 （素研 61（1980）249）

　　1979 年 11 月に開か れ た シ ン ポ ジ ウム の 記録 。 小林稔、宮本米二 に よ る 朝永博士追悼講演 も収録 され て

　 　 い る。

12）基礎物理学の 方向一 湯川秀樹博士追悼シ ン ポジ ウ ム ー （素研 65（1982）No．4
，
　P1 ）

　　 1982 年 3 月 に 開催 され た 追悼 シ ン ポ ジ ウム の 記 録。

13）湯 川秀樹博士 を偲ぶ 一 遭悼行事の記録 一

　　 1982 年 3 月に 開催 され た 追悼行事 の 記録 。

14）基研 の 将来像 1990 （素粒子論研究 82 （1982）437）

　　1990 年 11 月 に 開催 され た 基研 ・理 論研 統 合の 記念式典 とシ ン ポ ジ ウム の 記録 。

15）湯川秀樹自選集 1 学問 と人生　（1971年 朝日新聞社）

16）湯川秀樹著作集 1 学問に つ い て　（1989年 岩波書店）

　　15＞16＞に文献 7）等 に湯川 の 書 い た基 研 に 関す る文 章が 含 まれ て い る 。

17）朝永振一郎著作集 6 開かれ た研究所 と指導者たち　（1982年 みすず書房）

　　朝永が基研 につ い て書 い た文章を含む 。

18）湯川記念館活動概況 （素研 61 （1980）965）

　　 昭和 27 年 11 月付の 資料。開館後半年の研究活動の 状況が詳しく報告されてい る。「付記」に は 小林稔の

　　 署名が ある 。 小沼通二 に よ り資料と して 素粒子論研究に 掲載。

19）小林稔 ： 湯川記念館 一 研究所 の
一

つ の あ り方　（現代自然科学講座 12
，
85 ペ ージ

，
1952年

　　 弘文堂 ）

　　 執筆は 1952 年 10 月。 記念館設立 に 至 る状況等の 報告。

20）小林稔 ： 湯川記念館　（日本物理学会誌 7巻 （1952）228 ペ ージ ）

21）川 口 正昭 ： 記念館に 遊んだ三年聞　（素研 11（1956）330）

　　 素粒子論研 究に 「基研放談室1 とい う欄が 1955 年に 生 まれ た 。 初期 の もの は まさに 放談 。 こ の エ ッ セ イ

　　 は記 念 館最 初 の 助手だ っ た筆者が 記念館、基研創設期の 様子を楽し く描 い た もの
。

22）座談会 「基礎物理学研究所をめ ぐっ て」

　　1．建設時代　（自然 1958年 1 月号）

　　　 出席者 ： 小林稔、湯川秀樹、長谷川万 吉、武谷三 男 、 中村誠太郎、 高木修二 、 吉田思郎

　　II．発展時代　（自然 1958年 2 月号）

　　　 出席者 ： 小 林稔、朝永振
一

郎、坂田 昌
一、湯川秀樹、藤本陽

一、木庭二 郎、小谷正雄、松原 武生

23）小林稔 ： 基礎物理学研究所設立 の こ ろ 1、 2 （自然 1973年 4 月号 36， 5 月号 68）
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24）牧二 郎 ： 湯川秀樹博士 と基礎物理学研究所　（科学 52 巻 （1982）2 号 107）

25）特集 ： 湯川秀樹博士迫啅 （日本物理学会誌 37 巻 （1982）4 号＞

　　1981 年 9 月に 死 去 した 湯川博士 の 追悼号 。 基研時代 に つ い て は牧二 郎、西島和彦が執華 。

26）
＊

小沼通 二 ： 大学における研究所改革　（講座 「日本の 大学改革」4
，
299 ペ ージ

，
1982年 青

　　木書店）

27）西島和彦 ： 広大理論研 と京大基研の合併問題 につ い て　（素研 77（1988）213）

　　合併問題 に つ い て 所長 と して の 考え方を述 べ た。

28＞ア ン ケート 「基礎物理学研究所の将来計画」報告 （素研 81（1990）383）

　　合併に 際して 、基研の 在 り方に関 して行 われ た ア ン ケートの 報告 。

29）京都大学七十年史　（1967年 京都大学創立七十周年記念事業後援会）

　　部局史 と して基研の 歴史を収録 。

B ．理論物理学研 究所関係

30）広島大学理論物理学研 究所要覧

　　　1976年 （1951 年以降の 記 録 ＞

　　　1983年 （1978年以降の記録）

　　　1986 年 （1981 年以 降の 記録＞

31）広島大学理論物理学研究所史 （1990年）

　　基研 との統合 に当 っ て 46 年の 歴史、研究業績がまとめられた。

32）生命の 火 一 広島大学原爆被災誌 （1975 年）

　　理 論 研 の 被 災に つ い て 、佐久間澄、上野義夫 、 古 田昇 （当時の 学生）が書 い て い る。

33）広島大学二 十五年史　　1 通史、2 部局史 、 3 包括校史 （1979 年）

　　「包括校史」 に資料 とし て 「理 論物理 学研究所設置理由 （昭和 19 年〉」が載 っ て い る 。

34）
＊

廣島文理科大学創立五十周年　（1979年）

　　文理大時代の 理論研 の 歴史を上野義夫が 、 そ の当時の 思 い 出を竹野兵
一

郎、佐久間澄 、 原 田雅

　　登が書い て い る 。

C．その他の 関連資料

35）素粒子論グ ル ープ事務局報

　　1952 年の 事務局発足か らの もの が ある 。 た だ し、52 〜 53年 の 分 に は欠 号 あ り。
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36）座談会 「プ ロ グ レス の 25年を回顧 して」　（日本物理学会誌 26 巻 （1971）7号 512 ペ ージ ）

　　出席者 は井上健、小林稔、小谷正雄 、 寺本英、湯川秀樹、牧二 郎 （司会）。

37）日本の 物理学史 下 資料編 （1978年 東海大学出版会）

　　Progress　VoLl　No 。1 〜 4 目次、「素粒子論研究」 No．1 目次、「物性論研究」第 5号 〜 第 12 号 目次 、

　　国際理論物理学国際会誌関係資料が載 っ て い る 。 ただしこ こ にあ る Progress表紙裏の 文章は 後に No．1

　　が 品切れ に なり再刊 され た と きの もの で 、 創刊時の もの で は な い 。 ほ か に 基研 に関す る資料 もあるが こ

　　れ は A に掲載済み の もの 。

38＞湯川記念財団の 30 年　（1985年）

39）湯川記念財団の 40年　（1995年）

　　38）39）には 財団の 沿革等が述べ られ て い る 。 39）は募金の記録 、 湯川 奨学生 （研究員〉の リス トを収録 e
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